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管理機能
WhaTapのモニタリングサービスのアカウント、プロジェクト、グループなどを管理する方法を説明します。

マイアカウント

3 項目

プロジェクト管理

9 項目

統合レポート

ユーザーが参加している複数のプロジェクトを1つに統合し、レポートを作成して共有できます。

リアルタイムアラートリスト

ユーザーが権限を持つすべてのプロジェクトの通知をリアルタイムで確認でき、通知状況を一目で確認できます。

WhaTap AIチャットボット

WhaTap AIチャットボットは、ユーザーが自然言語で質問すると、AIが知能的に応答する対話型インターフェースです。

管理機能



アカウント情報
WhaTapモニタリングサービスのアカウント情報は、画面右上のプロフィールアイコン > アカウント管理で確認・修正
できます。

ユーザー情報、パスワード、マルチファクター認証などのアカウント設定と電話番号、通知受信などの通知設定を管理
できます。

ユーザー情報を修正する

1. 画面右上のプロフィールアイコン（ ）> アカウント管理に移動してください。

2. ユーザー情報セクションで情報を修正してください。

• 名前: ユーザー名を修正します。

• 会社: 所属会社名を修正します。

• 言語: WhaTapサービス画面に表示される言語を選択します。韓国語、英語、日本語に対応しています。

• 通知受信言語: メール、SMSなどの通知メッセージの言語を選択します。

• タイムゾーン: サービスで使用するタイムゾーンを設定します。

3. 保存ボタンをクリックして修正した情報を保存してください。

メールアドレスはアカウントの固有識別子であるため変更できません。メールを変更するには新しいアカウ
ントで登録する必要があります。

パスワードを変更する

1. 画面右上のプロフィールアイコン（ ）> アカウント管理に移動してください。

2. アカウント管理のユーザーパスワードセクションで現在のパスワードを入力してください。

3. 新しいパスワードおよび新しいパスワードの再入力を入力してください。
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• パスワードは最低9文字以上で、英小文字、英大文字、数字および特殊文字の中から3種類以上を組み合
わせて作成する必要があります。

4. パスワードの更新ボタンが有効になったら選択してください。

パスワードをリセットする

1. ログインページでパスワードを忘れましたか？を選択してください。

2. 登録したメールアカウントと自動入力防止文字を入力してください。メールアカウントに仮パスワードを送
信します。

3. 仮パスワードでログインしてからパスワード変更手続きを進めてください。

登録したメールアカウントにアクセスできない場合は、WhaTap Labsオンラインカスタマーサポートまでお
問い合わせください。

マルチファクター認証

マルチファクター認証（MFA）は、ログイン時に追加認証を要求してアカウントのセキュリティを強化します。OTPま
たはメールトークン方式を選択できます。

詳しい設定方法はマルチファクター認証文書を参照してください。

ユーザー電話番号を追加する

電話番号は警告通知SMSに使用されます。電話番号を追加または変更するにはSMS認証が必要です。

1. 画面右上のプロフィールアイコン（ ）> アカウント管理に移動してください。

2. アカウント管理のユーザー電話番号セクションで電話番号を追加できます。

アカウント情報
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一般携帯電話

1. 携帯電話を選択してください。

2. 追加する電話番号を入力し、保存ボタンをクリックしてください。

WhatsApp

1. WhatsAppを選択してください。

2. 追加する電話番号を入力し、認証番号の送信ボタンをクリックしてください。

3. 入力した番号に送信された6桁の認証番号を入力し、認証するボタンをクリックしてください。

a. 10分以内に認証番号が届かない場合は、上記の認証番号再送信をクリックしてください。

ユーザー電話番号を変更する

電話番号を変更するにはSMS認証が必要です。

1. 画面右上のプロフィールアイコン（ ）> アカウント管理に移動してください。

2. アカウント管理のユーザー電話番号セクションで携帯電話またはWhatsAppを選択してください。

3. 変更ボタンを選択してください。

4. 変更確認メッセージが表示されたら変更ボタンを選択してください。

5. 電話番号入力欄に新しい電話番号を入力してください。

6. 認証番号の送信ボタンを選択してください。

7. ユーザーの携帯電話またはWhatsAppアプリに送信された認証番号を入力してください。

8. 確認するボタンを選択してください。

SMSを通知として受信できる電話番号は韓国の携帯電話番号のみ登録できます。

ユーザー電話番号を削除する

1. ユーザー電話番号セクションで携帯電話またはWhatsAppを選択してください。

アカウント情報

7



2. 削除ボタンを選択してください。

3. 削除確認メッセージが表示されたら削除ボタンを選択してください。

電話番号を削除すると、SMSまたはWhatsApp通知を受信できなくなります。再度通知を受信するには電話
番号を追加してください。

通知受信を設定する

メール、SMS、モバイルなどの通知受信媒体を設定できます。

通知受信のためにユーザー電話番号を追加する必要があります。ユーザー電話番号（SMSまたは
WhatsApp）の追加、変更、削除の詳細は次の文書を参照してください。

SMS通知受信を追加する

SMS通知受信が必要な場合、アカウント管理でユーザーの電話番号を設定してください。

1. 画面の右上のプロフィールアイコンを選択します。

2. ポップアップメニューが表示されたらアカウント管理ボタンを選択します。

3. ユーザー電話番号セクションで携帯電話ボタンを選択します。

4. 電話番号に認証番号を受信する電話番号を入力します。

5. 認証番号の送信ボタンを選択します。

6. ユーザーの携帯電話で6桁の認証番号を入力します。

アカウント情報
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7. 確認するボタンを選択します。

• 登録した電話番号の変更についての詳細は次の文書を参照してください。

• SMSを通知で受信できる電話番号は、韓国の携帯番号のみ対応しています。

WhatsApp通知受信を追加する

WhatsApp経由で通知を受信できます。

1. 画面の右上のプロフィールアイコンを選択します。

2. ポップアップメニューが表示されたらアカウント管理ボタンを選択します。

3. ユーザー電話番号セクションでWhatsAppボタンを選択します。

4. 電話番号に認証番号を受信する電話番号を入力します。

5. 認証番号の送信ボタンを選択します。

6. WhatsAppアプリケーションに送信された認証番号6桁を入力します。

7. 確認するボタンを選択します。

登録した電話番号の変更についての詳細は次の文書を参照してください。

受信レベルおよび通知時間を設定する

メールとSMSで受信される通知のレベルを設定します。

アカウント情報
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1. アラート受信設定セクションのレベル項目で希望するレベルを選択してください。

• 全体: すべての通知を受信できます。

• 危険: 危険レベルの通知のみ受信できます。

2. 日付と時間項目で通知を受信する日付と時間を設定できます。すべての設定を完了したら保存ボタンを選択
してください。

この設定は、すでに作成済みまたは招待されたプロジェクトの通知受信設定には適用されません。既存の通
知の受信設定は各プロジェクトのイベント受信設定メニューで変更できます。

モバイルデバイスの通知受信を設定する

ユーザーのモバイルデバイスにWhaTapモバイルアプリをインストールすると、モバイルデバイスに対する通知設定が
自動的に追加されます。

アカウント情報
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• テスト: モバイルデバイスに通知が正常に送信されるかを確認できます。モバイルデバイスのアプリを復元したり、
再インストールなどの理由で接続に失敗することがあります。接続に失敗したモバイルデバイスは通知受信対象か
ら自動的に除外されます。

• : 登録したモバイルデバイスに対する通知を削除できます。

WhaTapモバイルアプリの詳細は次の文書を参照してください。

APIトークンを確認する

APIトークンはOpen APIを通じてモニタリング情報を抽出する際に必要なパラメータです。トークンを再発行するには
トークン再発行ボタンを選択してください。

Open APIの詳細は次の文書を参照してください。

アカウント情報

11

https://docs.whatap.io/ja/mobile-app
https://docs.whatap.io/ja/openapi-spec


マーケティング受信を設定する

WhaTapが提供するマーケティング情報を受信または受信拒否できます。マーケティングオプションセクションで同意
するまたは同意しないを選択し、保存ボタンを選択してください。

会員退会

1. 画面右上のプロフィールアイコン（ ）> アカウント管理に移動してください。

2. アカウント管理の脱退セクションで脱退事由を選択してください。

3. (必須)個人情報の削除に同意します。(あなたのアカウント情報が完全に削除されます。)チェックボックスを
選択してください。

4. 脱退ボタンを選択してください。

5. 確認メッセージウィンドウで「会員退会」を入力し、OKボタンを選択してください。

退会後、保有していたプロジェクト、プロモーションクーポンなどすべての情報が削除され、復旧できませ
ん。

スムーズな会員退会のために次の事項を確認してください。

• 有料で利用中のプロジェクトがある場合、未払金がない場合のみ退会できます。利用内訳 > 請求及び支払
履歴または利用内訳 > 請求書プレビューメニューで未払金を確認してください。

• 決済権限を持っている場合、他のメンバーに委任するか該当プロジェクトを削除する必要があります。決
済権限の移譲の詳細は次の文書を参照してください。

• プロジェクトで唯一メンバー管理権限を持っている場合、他のメンバーに権限を追加設定する必要があり
ます。権限の修正の詳細は次の文書を参照してください。

• 退会したアカウントは本人および他人ともに再利用および復旧ができません。

アカウント情報
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マルチファクター認証
マルチファクター認証（Multi-factor authentication, MFA）とは、2回以上の認証手順を通じてユーザーを認証する
方式です。マルチファクター認証を使用してアカウントおよびサービスに対するセキュリティを強化できます。

マルチファクター認証を設定する

WhaTapモニタリングサービスはマルチファクター認証方式としてOTP方式とEメール方式を提供します。OTP方式を
推奨します。

OTPとは？One Time Passwordの略語で、固定されたパスワードではなくランダムに生成された一回限りの
パスワードによる認証方式を意味します。

次の手順に従ってアカウント管理ページに移動し、マルチファクター認証を設定できます。

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 画面右上のプロフィールアイコンを選択してください。ドロップダウンメニューが表示されます。

3. アカウント管理を選択してください。

4. ページを下にスクロールしてマルチファクター認証セクションに移動してください。

5. OTPまたはEメールのうち好みの認証方式を選択してください。

マルチファクター認証
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OTP認証

マルチファクター認証方式をOTPに選択した場合、モバイルデバイスにOTPアプリをインストールする必要がありま
す。

• Android: Google OTP

• iOS: Google Authenticator

WhaTapモバイルアプリを通じてOTP認証を行うこともできます。詳しい内容は次の文書を参照してくださ
い。

OTPベースのマルチファクター認証を設定する

1. マルチファクター認証方式としてOTPを選択し、OTPキー(再)生成を選択してください。

2. OTPキーを（再）生成しますかメッセージを確認後、確認ボタンをクリックしてください。

3. URLをコピー またはOTPキーのコピーを選択し、モバイルデバイスのOTPアプリでキーを登録してくださ
い。

• QRコード使用時はScan a QR codeを選択し、モバイルデバイスでQRコードをスキャンしてください。

マルチファクター認証
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（便宜上QRコード方式の使用を推奨します。）

• OTPキー使用時はEnter a setup keyを選択し、モバイルデバイスでユーザーアカウントとOTPキーを入
力してください。

4. 発行されたOTPトークンを確認するテキストボックスに入力してください。

5. OTPキー検証ボタンを選択してください。

6. 復旧コードウィンドウが表示されたら復旧コードを保存 ボタンを選択してダウンロードするか、コードをコ
ピーして保存してください。

復旧コードは、OTP認証手段を紛失した場合に備えて利用できるOTPキーの代替手段です。ダウン
ロードした復旧コードファイル（WhaTap-recovery-codes.txt）を安全な場所に保管してくださ
い。

7. 復旧コードウィンドウを閉じるとOTPベースのマルチファクター設定が完了します。マルチファクター認証
設定を確認するには、ログアウトした状態で再度ログインしてください。

マルチファクター認証
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OTP認証手段を紛失した場合の復旧コードを利用したログイン方法は次の文書を参照してくださ
い。

OTPベースのマルチファクター認証を使用する

1. ログインページでメールとパスワードを入力してログインしてください。

2. マルチファクター認証画面が表示されたら、モバイルデバイスのOTPアプリでOTPキーを確認してくださ
い。

3. 発行されたOTPキーを入力し、認証ボタンを選択してください。

4. OTPトークン検証に成功するとサービス画面に移動できます。

復旧コードを利用して認証する

OTP認証手段を紛失した場合、復旧コードを利用してログインできます。

1. ログインページでログインしてください。

2. マルチファクター認証画面が表示されたら復旧コードによる認証を選択してください。

3. ダウンロードした復旧コードファイル（WhaTap-recovery-codes.txt）からコードを1つコピーして復旧コー
ド入力欄に貼り付けてください。

4. 認証ボタンを選択してください。

マルチファクター認証
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5. アカウント管理メニューのマルチファクター認証セクションに移動し、メールまたはOTP認証を試みてくだ
さい。

メールトークン認証

メールトークンベースのマルチファクター認証を設定する

1. マルチファクター認証方式としてEメールを選択し、認証トークンをメールで送信するを選択してください。

2. **メールで認証トークンを送りますか？**メッセージを確認後、確認ボタンをクリックしてください。

3. メールでno-reply@whatap.ioから受信した認証トークン（Verification Code）を確認してください。メール
を受信できなかった場合はスパムメールフォルダを確認してください。

4. 受信した認証トークンを確認するテキストボックスに入力してください。

5. Eメールトークン検証ボタンを選択してください。

6. メールベースのマルチファクター設定が完了しました。マルチファクター認証設定を確認するにはログアウ
ト後に再度ログインしてください。

メールトークンベースのマルチファクター認証を使用する

1. ログインページでログインしてください。

マルチファクター認証
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2. マルチファクター認証画面が表示されたら、メールで送信された認証コードを確認してください。

3. メールで受信した認証トークンを入力し、認証ボタンを選択してください。

4. メール認証トークンの検証に成功するとサービス画面に移動できます。

マルチファクター認証を解除する

マルチファクター認証を有効にした場合のみマルチファクター認証設定を解除できます。アカウント管理メニューのマ
ルチファクター認証セクションに移動し、OTPキー削除またはMFAをクリアするボタンを選択してください。

マルチファクター認証
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アクセス制御
IPアドレスを基準にWhaTapサービスへの接続許可またはブロックを設定できます。

• IPを許可として登録した場合、登録していないすべてのIPはブロックされます。

• IPを非許可として登録した場合、追加されたIPのみがブロックされます。

IPアドレスを登録する

1. 画面右上のプロフィールアイコン（ ）> アカウント管理に移動してください。

2. アクセスコントロールに移動し、+ IP追加ボタンを選択してください。

3. 新規IP情報（IPアドレス、説明、アクセス許可の有無）を入力してください。

4. 確認ボタンを選択してください。

IP許可登録時（ホワイトリスト方式）の注意事項

許可リストが登録されるとホワイトリスト方式が適用され、登録されたIP以外のすべてのアクセスがブロッ
クされます。作業中断を防ぐため、現在の作業者のIPを先に許可リストに登録してください。

登録されたIPアドレスを修正するには、該当IPアドレスの アイコンを選択してください。

IPアドレスを削除する

削除するIPアドレスの アイコンを選択してください。IPアドレスを削除すると接続権限が変更されます。

• 許可状態のIPを削除した場合: 以前接続がブロックされていたIPから接続できるようになります。

• 非許可状態のIPを削除した場合: そのIPから接続できるようになります。

アクセス制御



SSO連携
Single Sign-On（SSO）を設定すると、1つのアカウントでWhaTapモニタリングサービスと外部アプリケーションに
ログインできます。組織で使用中のIdentity Provider（IdP）アカウントでWhaTapサービスに接続したり、WhaTapア
カウントで外部サービスに接続する環境を構築できます。

WhaTapは次のIdPとの連携をサポートします。

• Okta連携

• Microsoft Entra ID連携

連携フロー

SSO連携は次の順序で進めます。

1. WhaTapでSSOキーを発行: WhaTapサービスでSSOキーを生成し、認証情報（EntityID、Sign-On URL）を確
認します。

2. IdPでアプリケーションを設定: 使用中のIdP（Okta、Microsoft Entra IDなど）でWhaTap連携用アプリケー
ションを作成し、SAML設定を完了します。

3. WhaTapにIdPメタデータを登録: IdPから発行されたメタデータをWhaTapに登録してSSO連携を完了しま
す。

SSOキーを発行する

WhaTapサービスでSSOキーを発行し、IdP連携に必要な認証情報を確認します。

• SSOキーは最大5つまで発行でき、各キーは固有の認証情報を持っています。

• 追加されたSSO情報はKey Nameリストから選択して確認できます。

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 画面右上のプロフィールアイコン > アカウント管理に移動してください。

3. SSO連携メニューに移動してください。

SSO連携
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4. Service provider ID (WhaTap)セクションのSSOキーの発行でKey Nameを入力してください。連携するIdP
を識別できる名前を入力します（例: okta-production 、 entra-dev ）。

5. SSOキーの発行ボタンをクリックしてください。

• SSOキーの追加発行ボタンをクリックしてSSOキーを追加できます。

6. SSO情報の確認でEntityIDとSign-On URLの値を確認し、コピーしてください。この値をIdP設定時に使用し
ます。

SSOキーを削除する

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 画面右上のプロフィールアイコン > アカウント管理に移動してください。

SSO連携
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3. SSO連携メニューに移動してください。

4. Service provider ID (WhaTap)セクションのSSO情報の確認で削除するKey Nameを選択してください。

5. SSOキーの削除ボタンをクリックしてください。

6. 削除確認ウィンドウでSSOキーの削除ボタンをクリックしてください。

External IdP情報を登録する

IdPから発行されたメタデータをWhaTapに登録してSSO連携を完了します。

1. 画面右上のプロフィールアイコン > アカウント管理に移動してください。

2. SSO連携メニューに移動してください。

3. 認証情報セクションでExternal IdPの登録ボタンをクリックしてください。

4. Metadata項目にIdPからコピーしたメタデータURLまたは値を貼り付けてください。

5. メタデータ登録ボタンをクリックして認証データを自動変換してください。

6. 保存ボタンをクリックしてください。

SSO連携
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External IdP情報を修正/削除する

1. 画面右上のプロフィールアイコン > アカウント管理に移動してください。

2. SSO連携メニューに移動してください。

3. 認証情報セクションでExternal IdP修正/削除ボタンをクリックしてください。

4. Metadata項目に新しいメタデータを貼り付けてください。

5. メタデータ登録ボタンをクリックして認証データを自動変換してください。

6. 保存ボタンをクリックしてください。

External IdP情報を削除するには、External IdP修正/削除ボタンをクリックし、ポップアップウィンドウで
削除ボタンをクリックしてください。

サービスログイン制限設定

SSO連携後、SSOを通じたログインのみ許可するには、SSO連携画面でSSOを通じたログインのみ許可オプションを選
択してください。このオプションを有効にするとメール/パスワードログインがブロックされます。

このオプションを有効にする前にSSO連携が正常に動作するか必ず確認してください。SSO連携に問題があ
る場合、サービスにログインできなくなります。

SSO連携
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Okta連携
OktaをIdentity Provider（IdP）として使用し、WhaTapモニタリングサービスにSSOログインを設定する方法を案内
します。OktaアカウントでWhaTapサービスにログインし、与えられた権限内でサービスを利用できます。

• WhaTapログイン連携のためにOktaアカウントが必要です。

• Oktaの詳細はOkta公式サイトを参照してください。

事前準備

Okta連携を開始する前に次の項目を完了してください。

• WhaTapでSSOキーを発行: EntityIDとSign-On URLの値をコピーしておいてください。

Oktaアプリの作成およびSAML設定

1. Okta管理者ページにログインしてください。

2. Applications > Applicationsメニューに移動してください。

3. Create App Integrationボタンをクリックしてください。

4. SAML 2.0項目を選択し、Nextボタンをクリックしてください。

5. App nameを入力し、Nextボタンをクリックしてください。

6. SAML Settings > General項目を入力してください。

Okta連携
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• Single sign-on URL: WhaTapでコピーしたSign-On URL値を入力してください。

• Audience URI (SP Entity ID): WhaTapでコピーしたEntityID値を入力してください。

• Application username: Emailを選択してください。

7. Attribute Statements項目でNameに email を入力し、Valueでuser.emailを選択してください。

8. Nextボタンをクリックしてください。

9. This is an internal app that we have created項目を選択し、Finishボタンをクリックしてください。

Okta連携
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Oktaメタデータをコピーする

1. Okta管理者ページでApplications > Applicationsメニューに移動してください。

2. Sign Onタブを選択してください。

3. Metadata URL項目でCopyボタンをクリックしてください。

4. コピーしたメタデータURLをWhaTap External IdP登録手順に従って登録してください。

ユーザーを割り当てる

1. Okta管理者ページでApplications > Applicationsメニューに移動してください。

2. 先ほど作成したアプリケーションを選択してください。

Okta連携
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3. Assignmentsタブを選択してください。

4. Assignボタンをクリックし、Assign to PeopleまたはAssign to Groupsを選択してください。

5. 割り当てるユーザーを選択し、Assignボタンをクリックしてください。

6. Save and Go Backボタンをクリックしてください。

Okta連携
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7. Doneボタンをクリックしてください。

連携を確認する

1. Okta管理者ページで先ほど作成したアプリケーションのGeneralタブに移動してください。

2. App Embed LinkセクションでEmbed Link URLをコピーしてください。

Okta連携
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3. ウェブブラウザでコピーしたURLに移動してください。

4. WhaTapモニタリングサービス画面が表示されるか確認してください。サービス画面が表示されれば、連携は
正常に完了しています。

• 初回SSO連携時、WhaTapに該当メールアカウントがある場合、パスワード認証による連携情報登録が自
動的に行われます。

• WhaTapに該当メールアカウントがない場合、必須情報入力後に会員登録および連携情報登録が自動的に
処理されます。

Okta連携
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Microsoft Entra ID連携
Microsoft Entra IDをIdentity Provider（IdP）として使用し、WhaTapモニタリングサービスにSSOログインを設定す
る方法を案内します。Microsoft Entra IDアカウントでWhaTapサービスにログインし、与えられた権限内でサービス
を利用できます。

Microsoft Entra IDの詳細はMicrosoft公式ドキュメントを参照してください。

事前準備

Microsoft Entra ID連携を開始する前に次の項目を完了してください。

• WhaTapでSSOキーを発行: EntityIDとSign-On URLの値をコピーしておいてください。

WhaTapアカウントの確認

Microsoft Entra IDで使用するメールとWhaTapアカウントのメールが同一である必要があります。

• アカウントがある場合: 両方のサービスのメールが同一であることを確認してください。

◦ WhaTap: monitoring1@abc.com / Entra: monitoring1@abc.com → 連携可能

◦ WhaTap: monitoring2@abc.com / Entra: monitoring3@abc.com → 連携不可

• アカウントがない場合: 初回1回の認証連携が必要です。

1. 会社または学校のアカウントでマイ アプリのポータルにログインしてください。

2. アプリ ダッシュボードで登録済みのWhaTapアプリケーションをクリックしてください。

Microsoft Entra ID連携
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3. 名前と会社情報を入力してSSO連携を完了してください。

4. エラーページが表示された場合はそのページを閉じ、アプリ ダッシュボードで再度WhaTapアプリケーシ
ョンをクリックしてください。

Microsoft Entra ID連携
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エンタープライズアプリケーションを作成する

Microsoft Entra管理センターにログインし、次の手順を進めてください。

1. ID > アプリケーション > エンタープライズ アプリケーションメニューで新しいアプリケーションをクリック
してください。

2. 独自のアプリケーションの作成をクリックしてください。

Microsoft Entra ID連携
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3. アプリ名を入力し、ギャラリーに見つからないその他のアプリケーションを統合します (ギャラリー以外)オ
プションを選択してください。

4. 作成ボタンをクリックしてください。

ユーザーを割り当てる

作成したエンタープライズアプリケーションに連携するユーザーを割り当てます。

1. ユーザーとグループの割り当てをクリックしてください。

2. ユーザーまたはグループの追加をクリックしてください。

3. 割り当ての追加画面で選択されていませんをクリックしてください。

Microsoft Entra ID連携
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4. 連携するユーザーを選択し、選択ボタンをクリックしてください。

5. 割り当てボタンをクリックしてください。

SAML認証を設定する

ユーザーがMicrosoft Entra資格情報でWhaTapにログインできるようにSAMLを設定します。

1. エンタープライズアプリケーションの概要でシングル サインオンの設定をクリックしてください。

2. シングル サインオン方式の選択でSAMLをクリックしてください。

Microsoft Entra ID連携
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3. 基本的な SAML 構成で編集をクリックしてください。

4. WhaTap SSO情報を入力してください。

Microsoft Entra ID連携
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• 識別子の追加: WhaTapのEntityID値を貼り付けてください。

• 応答 URL の追加: WhaTapのSign-On URL値を貼り付けてください。

5. 保存ボタンをクリックしてください。

6. 属性とクレームで編集をクリックしてください。

7. 一意のユーザー識別子 (名前 ID)をクリックしてください。

Microsoft Entra ID連携
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8. ソース属性でuser.mailを選択し、保存をクリックしてください。

9. SAML 証明書でアプリのフェデレーション メタデータ URL値をコピーしてください。

Microsoft Entra ID連携
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10. コピーしたメタデータをWhaTap External IdP登録手順に従って登録してください。

連携をテストする

Microsoft Entra ID画面でSSOが正常に動作するかテストします。

1. シングル サインオンをTestでTestボタンをクリックしてください。

2. サインインのテストボタンをクリックしてください。

Microsoft Entra ID連携
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• WhaTapアカウントがある場合はWhaTapモニタリングサービス画面に移動します。

• WhaTapアカウントがない場合はSSO連携を通じて新規アカウントを作成できます。

エンタープライズアプリケーションでアカウントを管理する

Microsoft Entra IDのエンタープライズアプリケーションでWhaTapアカウントを管理するには、マイアプリポータルに
移動してください。

Microsoft Entra ID連携
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Microsoft Entra ID連携
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課金
WhaTap監視サービスの無料試用期間を過ぎた場合、またはサービスの無料利用基準を超えた場合は、決済情報を登録
し、有料サービスに切り替える必要があります。

決済情報の登録

決済情報は、請求通貨の種類によって提供する方法が異なります。 決済情報を登録するユーザーは、課金権限を所有
する必要があります。

決済を進める前に、次の事項を事前に準備します。

• KRW

◦ クレジットカード(Nicepay): 支払うカード番号と有効期限

◦ 請求書発行: 営業許可証、税金計算書の受信メール

• JPY, USD

◦ クレジットカード(Stripe): 支払うカード番号と有効期限

◦ 請求書の発行: 請求書受信メール

課金権限の詳細については、次の文書を参照してください。

決済手段の登録

決済手段を初めて登録する場合は、次のステップを実行します。

1. WhaTapモニタリングサービスで課金権限を持つアカウントでログインします。

2. ホーム画面の右上のプロファイルアイコンを選択します。

3. ドロップダウンメニューが表示されたら利用内訳を選択します。

課金
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4. 決済情報セクションで決済情報の登録ボタンを選択します。

5. 詳細項目を順番に設定します。 *表示は必須項目です。

課金

43



6. 決済方法項目でご希望の決済手段を登録します。

• クレジットカード(Nicepay)

• 請求書発行

• クレジットカード(Stripe)

• 請求書の発行

対応する決済通貨はKRW、JPY、USDです。 変更した通貨によって決済方法が変更されます。

課金
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クレジットカード(Nicepay)

決済方法項目でクレジットカード(Nicepay)を選択したら、次のステップを実行します。

1. 決済情報の登録画面が表示されるとクレジットカードのカード番号、有効期限、パスワードの最初の2桁の数
字を順番に入力します。

2. カードタイプ項目で法人または個人を選択します。

• 法人：法人カードで、カードに社名が入力されています。 組織識別番号と会社名を入力する必要があり
ます。

• 個人：個人カードで、カードにカード所有者の名前が入力されています。 会社から支給された場合で
も、個人名が明記されていれば個人カードです。 生年月日を8桁で入力します。

3. チェックされた約款情報を確認してください。

4. カード情報を全て入力したら、適用ボタンを選択します。 以前の画面に戻ります。

5. 請求書を受信する担当者情報を順番に入力し保存ボタンをクリックします。

課金
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• *表示は必須項目です。

• WhaTapのサービス料金は、使用した分だけ翌月に請求され、登録したクレジットカードで毎月25日に決
済されます。

• 複数のメールで請求書を受信する場合は、CC項目にコンマ(,)で絞り込んで複数のメールを入力します。
例：a@whatap.io,b@whatap.io,c@whatap.io

クレジットカード(Stripe)

決済方法項目でクレジットカード(Stripe)を選択したら、次のステップを実行します。

1. 決済情報の登録画面が表示されるとクレジットカード所有者の名前とクレジットカード番号、有効期限、
CVC番号を順番に入力します。

2. チェックされた約款情報を確認してください。

3. カード情報を全て入力したら、適用ボタンを選択します。 以前の画面に戻ります。

4. 請求書を受信する担当者情報を順番に入力し保存ボタンをクリックします。

• *表示は必須項目です。

• WhaTapのサービス料金は、使用した分だけ翌月に請求され、登録したクレジットカードで毎月25日に決
済されます。

課金
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• 複数のメールで請求書を受信する場合は、CC項目にコンマ(,)で絞り込んで複数のメールを入力します。
例：a@whatap.io,b@whatap.io,c@whatap.io

請求書発行

決済方法項目で請求書発行を選択したら、次のステップを実行します。

1. 決済情報の登録画面が表示されたら、計算書の発行情報を入力します。

• 営業許可証に記載されいるの代表者名、事業者登録番号、電子税金計算書発行メールなどを順に入力し
ます。

• 請求書の発行日は次のとおりです。

◦ 25日：毎月25日に請求書を発行します。

課金
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◦ 末日：毎月最終日を基準に請求書を発行します。

◦ 請求書発行日：利用月を基準として、翌月1日に請求書を発行します。

• 必要に応じて、業種と業態を入力します。

2. 計算書の発行情報をすべて入力したら、適用ボタンを選択します。 以前の画面に戻ります。

3. 請求書を受信する担当者情報を順番に入力し保存ボタンをクリックします。

計算書の発行情報を完了すると、請求書の受信担当者にWhaTap Labsの営業許可証と通帳のコピーをメールで自動的
に送信します。 メールの内容を確認した上で、billing@whatap.ioで営業許可証を返信してください。

• 組織識別番号を入力し確認するボタンをクリックして認証を進めてください。

• 複数のメールで請求書を受信する場合は、CC項目にコンマ(,)で絞り込んで複数のメールを入力します。
例：a@whatap.io,b@whatap.io,c@whatap.io

• 税金請求書の再発行をご希望の場合は、billing@whatap.ioまでお問い合わせください。

請求書の発行

決済方法項目で請求書の発行を選択したら、次のステップを実行します。

課金
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1. 決済情報の登録画面が表示されたら、請求書の送信情報を入力します。

2. 担当者名とEメール項目を確認してください。 必要に応じて変更できます。

CC項目に受信するメールアドレスを追加できます。 2つ以上入力する場合は、コンマ(,)を区切り文字として
使用してください。

3. 請求先住所項目を入力します。

4. 請求書の発送情報をすべて入力したら、適用ボタンを選択します。 以前の画面に戻ります。

5. すべての設定が完了したら、保存ボタンを選択します。

• 請求書は毎月25日に発送します。

• 複数のメールで請求書を受信する場合は、CC項目にコンマ(,)で絞り込んで複数のメールを入力します。
例：a@whatap.io,b@whatap.io,c@whatap.io

基本情報を修正する

決済情報を登録する際に設定した国/地域および電話番号、請求書言語 などの基本情報を修正できます。

1. ホーム画面の右上のプロファイルアイコンを選択します。

2. ドロップダウンメニューが表示されたら利用内訳を選択します。

3. 決済情報メニューの基本情報セクションで、 修正ボタンを選択します。

4. 希望する項目を修正して保存ボタンを選択します。

• *表示は必須項目です。

課金
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• 修正事項を保存しない場合は、前へボタンを選択します。

決済情報を修正する

決済手段を変更する

登録した決済手段または請求通貨を変更できます。

1. ホーム画面の右上のプロファイルアイコンを選択します。

2. ドロップダウンメニューが表示されたら利用内訳を選択します。

3. 決済情報メニューの決済情報セッションで 修正ボタンを選択します。

4. 請求通貨または決済方法項目を変更します。

• 請求通貨項目を変更すると、決済手段のオプションが変更されます。

• 登録済みのクレジットカードを、他のカード情報に変更するには再登録ボタンを選択します。

• 請求書発行または請求書の発行情報を変更するには、 ボタンを選択します。

課金
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• 決済手段を、クレジットカードで請求書発行または請求書の発行に選択できます。

5. 課金情報修正画面が表示されたら、必要な情報を設定して適用ボタンを選択します。 以前の画面に戻りま
す。

6. 保存ボタンを選択します。

7. 決済情報の変更メッセージが表示されたら、内容を確認して適用ボタンを選択します。

• *表示は必須項目です。

• 決済手段を変更すると、以前に入力した情報は保存されません。

• 修正事項を保存しない場合は、前へボタンを選択します。

請求書・領収書の受信メールアドレスの修正

税金計算書の受信メールアドレスを変更するには、次のステップを実行します。

1. ホーム画面の右上のプロファイルアイコンを選択します。

2. ドロップダウンメニューが表示されたら利用内訳を選択します。

3. 決済情報メニューの決済情報セッションで 修正ボタンを選択します。

4. 決済方法の請求書発行右側にある ボタンを選択します。

5. 課金情報修正画面が表示されたら、請求書受信メール項目を修正します。

6. 適用ボタンを選択すると、以前の画面に戻ります。

課金
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7. 保存ボタンを選択します。

税金計算書の受信メールの場合、1つの受信者メールアドレスを登録できます。

請求書の受信情報を修正する

担当者が変更され、請求書の受取人を変更するには、次のステップを実行します。

1. ホーム画面の右上のプロファイルアイコンを選択します。

2. ドロップダウンメニューが表示されたら利用内訳を選択します。

3. 決済情報メニューの請求書受信情報セッションで 修正ボタンを選択します。

4. 連絡先情報(お名前, Eメール, CC)を順番に修正します。

5. 必要な情報をすべて入力した場合は、保存ボタンを選択します。

• *表示は必須項目です。

• 複数のメールで請求書を受信する場合は、CC項目にコンマ(,)で絞り込んで複数のメールを入力します。
例：a@whatap.io,b@whatap.io,c@whatap.io

• 修正事項を保存しない場合は、前へボタンを選択します。

プロジェクト有料転換

決済情報の登録が完了したら、プロジェクト課金状況メニューに移動します。 ユーザーが登録したプロジェクト全体
の一覧を確認できます。

課金
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• プロジェクトステータスが無料、トライアル、使用制限の場合は 有料転換ボタンがアクティブになります。 プロ
ジェクトを有料に切り替えて使用する場合は、次の操作を行ってください。

◦ 各プロジェクト項目の有料転換ボタンをクリックすると、個別に有料化することができます。

◦ 有料状態ではないプロジェクト全体を一括して有料プランに切り替えることができます。 各プロジェクト項目
の左側のチェックボックスをクリックし 請求ボタンを選択します。 複数のプロジェクトを選択できます。

有料転換ウィンドウが表示されたら、プロジェクトリストを確認して確認ボタンを選択します。

• 削除プロジェクトを一覧に含めて確認するには 削除プロジェクトを含むトグルボタンを選択します。

• 決済権限のないすべての有料プロジェクトのリストを確認するには、 すべての有料プロジェクトを表示 トグルボ
タンを選択します。

• プロジェクト一覧をCSVファイルにダウンロードするには、 ボタンを選択します。

• 決済権限は、有料プランへの切り替え、支払い方法の登録、請求書の受取機能です。

• プロジェクトが有料サービスに切り替えてから 7 日未満の場合は、有料切替をキャンセルできます。 有料
の解除ボタンを選択します。

• 有料転換時点から7日以降のプロジェクトを削除できるプロジェクトの削除ボタンを提供します。

• Copyカラムには、ログ、ブラウザを除く商品の課金額を算出するための平均数量を表示します。

◦ ログ製品は月の合計ログUnitを表示します。

課金
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◦ ブラウザ/セッションリプレイ製品は、月の合計セッション数を表示します。

WhaTapモニタリングサービスの利用料金の計算方法

WhaTapサービスは、後払い決済方法を導入しています。 毎月5営業日以内に前月利用金額の請求書を課金権限のある
アカウントのメールで受信できます。 前月の利用期間は、1日から末日までの利用分です。 請求書は、アカウントに登
録されている有料サービスのリストに基づいてアカウントごとに作成します。

有料サービスを月の途中から加入した場合、利用した期間を日割り計算して請求します。

データ保存期間

WhaTapのすべての製品別のデータ保存期間は次のように提供します。

• RAWデータ(リアルタイムデータ) 保存期間：1か月

• 統計データ(5分/1時間) 保存期間：1年

• プロファイルデータ保存期間：1か月

• Network製品の場合、統計データ(5分/1時間) 保存期間は、100日です。

• ログモニタリング機能を有効にした場合、ログデータの保存期間は基本1日です。 ユーザーが希望する期
間に変更できます。 詳細については、次の文書を参照してください。

課金
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プロジェクト有料転換
プロジェクトの有料転換状態を確認し、無料またはトライアルプロジェクトを有料に転換できます。月間予想費用と
プロジェクト別の状態を一目で確認できます。

ホーム画面の右上のプロフィールアイコンを選択し、利用内訳 > プロジェクト課金状況メニューを選択してください。

画面上部で月間予想費用（税抜き、割引未適用金額）と有料転換、トライアル、使用制限プロジェクト数を確認でき
ます。

プロジェクトを有料転換する

プロジェクトの状態が無料、トライアル、使用制限の場合、有料転換ボタンが活性化されます。

個別有料転換する

各プロジェクト項目の有料転換ボタンをクリックすると、該当プロジェクトを個別に有料転換できます。

プロジェクト有料転換



一括有料転換する

複数のプロジェクトを一度に有料転換するには、次の手順に従ってください。

1. プロジェクト一覧から有料転換するプロジェクトのチェックボックスを選択してください。

2. 一覧上部の有料転換ボタンをクリックしてください。

3. 有料転換ウィンドウが表示されたら、プロジェクト一覧を確認し、確認ボタンをクリックしてください。

プロジェクト一覧を管理する

• 削除プロジェクトを表示: 削除したプロジェクトを一覧に含めるには、トグルボタンを活性化してください。

• すべての有料プロジェクトを表示: 決済権限がない有料プロジェクトを含めてすべての有料プロジェクトを確認する
には、トグルボタンを活性化してください。

• プロジェクト一覧をCSVファイルとしてダウンロードするには、CSVボタンをクリックしてください。

• 決済権限があると、有料転換、決済手段の登録、請求書の受信が可能です。

• 有料転換時点が7日未満のプロジェクトの場合、有料転換をキャンセルできます。有料の解除ボタンをク
リックしてください。

• 有料転換後7日が経過したプロジェクトは、プロジェクトの削除ボタンをクリックして削除できます。

• Copyカラムにはログ、ブラウザを除く製品の課金額算出のための平均数量を表示します。

◦ ログ製品は月合算ログUnitを表示します。

◦ ブラウザ/セッションリプレイ製品は月合算セッション数を表示します。

プロジェクト有料転換
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請求および納付履歴
納付履歴、未納金および請求内訳を確認できます。請求書は決済情報に入力した請求書受信メールアドレスでも確認
できます。

ホーム画面の右上のプロフィールアイコンを選択し、利用内訳 > 請求及び支払履歴メニューを選択してください。

一覧の一番右側の請求書カラムで詳細ボタンをクリックすると、詳細内訳を確認できます。

WhaTapモニタリングサービスは時間単位で課金されます。毎月の基準時間は該当月の日数 × 24時間で計算
します。

• 28日: 28 × 24 = 672時間

• 29日: 29 × 24 = 696時間

• 30日: 30 × 24 = 720時間

• 31日: 31 × 24 = 744時間

請求および納付履歴



前払い金

前払い金がある場合、請求金額から前払い金の残高が先に差し引かれます。納付金額、支払い状況、残高差引内訳
は、ホーム画面の右上のプロフィールアイコンを選択し、利用内訳 > 前払金メニューを選択して確認できます。

請求および納付履歴
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請求書プレビュー
当月の現時点までの割引/プロモーション適用後の使用料金および未納金額を確認できます。

ホーム画面の右上のプロフィールアイコンを選択し、利用内訳 > 請求書プレビューメニューを選択してください。

プロジェクト・商品別にまとめて表示する

請求内訳をプロジェクト・商品別にグループ化して、時間合計、平均費用、費用合計情報などを確認できます。請求内
訳テーブルの上にあるプロジェクトまたはサービスボタンをクリックしてください。テーブルの一覧をプロジェクトま
たは商品基準でグループ化します。

グループ化されたプロジェクトまたはサービス基準で時間合計、平均費用、費用合計情報などの詳細情報を確認するに
は、各項目の左側の ボタンをクリックしてください。

請求書プレビュー



プロジェクト基準

請求書プレビュー
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商品基準

請求書プレビュー
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使用量プレビュー

請求内訳テーブルで課金集計量カラム項目を選択すると、使用量を確認できます。使用量情報ウィンドウが表示されま
す。全体表示ボタンをクリックするか、照会する日付を選択してください。

商品基準で請求内訳をソートした状態で、複数の商品がまとめられている場合、使用量プレビューに対応し
ていない場合があります。

請求書プレビュー
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プロジェクト使用量プレビュー
決済権限がないプロジェクトの使用量も確認できます。参加中のすべてのプロジェクトの使用量をプロジェクトまたは
商品別に照会してください。

ホーム画面の右上のプロフィールアイコンを選択し、利用内訳メニューを選択してください。

1. プレビューしたいプロジェクト使用量の年度と月を選択してください。

2. プロジェクトまたは商品ボタンをクリックしてください。

プロジェクト使用量プレビュー



使用量
プロジェクト別の月間使用量と日別詳細使用量を確認できます。

ホーム画面の右上のプロフィールアイコンを選択し、利用内訳 > 使用量メニューを選択してください。

1. で使用量を確認したい期間を選択してください。

2. 画面左側の プロジェクト一覧からプロジェクトを選択してください。テキスト入力欄でプロジェクトを検
索することもできます。

3. 領域で選択したプロジェクトの月間使用量サマリー情報を確認できます。

4. 日別詳細使用量を確認するには、 日別使用量一覧の ボタンをクリックしてください。

使用量



• 月間使用量サマリー情報および詳細使用量情報はプロジェクトの商品の種類によって異なる場合がありま
す。

• 使用量情報は課金方式基準で測定されます。課金方式の詳細はWhaTap料金プランを参照してください。

使用量
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AWS Marketplace購読
AWSユーザーはAWS MarketplaceでWhaTapモニタリングサービスを購読でき、サービス利用料をAWS費用と一括決済
できます。 そのためには、AWSアカウントとWhaTapサービスアカウントを接続する必要があり、WhaTapサービスア
カウントは接続過程で新たに作成する必要があります。 既存のWhaTapサービスアカウントは接続できません。

すでにWhaTapサービスを有料で利用している場合、WhaTapサービス費用をAWSクラウド費用と一括決済す
るためには、必ずAWS Marketplace購読手続きに従って新規アカウントとして登録する必要があります。 以
降、既存のサービスの決済権限を新たに作成したアカウントに移管する必要があります。

AWS MarketplaceでWhaTapサービスを探す

1. AWSにログインした後、検索窓に“whatap”を入力します。

2. 以下のように、3つの検索結果が表示されます。希望する国に合ったサービスを選択します。

• WhaTap Observability Platform

• WhaTap Observability Platform(Japan)

• WhaTap Observability Platform(Korea)

WhaTapサービスを購読する

選択したWhaTap Observability Platformの基本情報を確認した上で、購読のため右上の“View purchase options”ボタ
ンをクリックして購読ページに移動します。

購入ページではOffer details、Pricing and unit details、Terms and conditionsなど様々な情報を確認できます。 Offer
detailsでWhaTapサービスの課金方式を選択でき、AWS Marketplaceでは使用量ベースの従量制方式を提供します。 ま
た、15日間の無料体験(Free Trial)も提供します。

AWSMP WhaTapサブスクリプション詳細

価格情報と利用条件を確認した上で、下段の“Subscription”ボタンをクリックします。

AWS Marketplace購読



AWSMP WhaTapサービス価格情報

AWSMP WhaTapサービス契約情報

AWSアカウントと接続するWhaTapサービスアカウントを作成す
る

Subscribeボタンが非活性化された場合は、ページの上部に移動して、WhaTapサービスアカウントの接続操作を実行
します。 上段に表示される緑色の通知ウィンドウの右側の“Set up your account”ボタンをクリックします。 AWSアカ
ウントと接続するWhaTapサービスアカウントを作成するために、WhaTapアカウント作成ページが新しいタブとして
開きます。

AWSMP WhaTapサービス連携

WhaTapアカウント作成ページでアカウントを作成した後、WhaTapサービスにログインします。 モニタリングしよう
とする製品のプロジェクトを作成してエージェントをインストールします。

モニタリング対象にWhaTapエージェントをインストールした後、ダッシュボードで性能データが正常に収集されるこ
とを確認します。

AWSマーケットプレイスでの購読有無は、右上のプロフィールをクリックし、利用履歴 > 決済情報で確認できます。

購読をキャンセルする

1. AWS ConsoleにWhaTapサービスを購読したアカウントでログインします。

2. Console Home画面でAWS Marketplaceを選択して移動します。

3. AWS Marketplace > Manage subscriptionsをクリックします。 現在購読しているサービス一覧でWhaTap
Observability Platformを選択します。

4. 選択した製品の詳細ページのAgreement領域のActionsドロップダウンメニューでCancel subscriptionをクリ
ックします。

AWSMP WhaTapサービスサブスクリプション解除

5. 購読キャンセル有無を確認する画面が表示されたら、購読キャンセルボタンをクリックします。

AWS Marketplace購読

67

https://docs.whatap.io/quick-guide#cproject


6. 購読履歴でWhaTapサービスが削除されたことを確認します。

AWS Marketplace購読
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概要
WhaTapは、プロジェクト、グループ、組織の3段階階層構造でモニタリング対象を管理します。各階層にメンバーを
招待し、権限を付与することで、役割に応じたアクセス範囲を設定できます。

階層構造

プロジェクト

モニタリングの基本単位です。プロジェクト単位でモニタリング対象を区分し、メンバー権限を管理します。

プロジェクトは、アプリケーション、サーバー、コンテナなどモニタリングエージェントごとに区分します。

概要



同じエージェントタイプ内でも、Front、Gateway、APIのように用途別にプロジェクトを分けることができます。
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グループ

複数のプロジェクトをまとめて管理する単位です。グループにメンバーを追加すると、グループ内のすべてのプロジェ
クトに同じ権限が適用されます。プロジェクトにのみ権限を付与したメンバーは、該当プロジェクトのみモニタリン
グできます。

組織

複数のグループをまとめて管理する最上位の単位です。ほとんどの場合、プロジェクトとグループだけで十分です。

運用管理サービス（MSP）企業のように多数の顧客企業をグループで管理する場合、組織を活用すると複数
のグループを統合管理できます。各グループメンバーに権限を付与すれば、独立したグループ運営が可能で
す。

メンバー権限の継承

上位階層のメンバー権限は、下位階層へ自動的に継承されます。例えば、組織Aに属するグループBは組織Aのメンバー
権限を継承し、グループBに属するプロジェクトCはグループBのメンバー権限を継承します。上位階層の権限は継承後
も維持されます。

概要
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権限の種類

プロジェクト、グループ、組織ごとにメンバーに異なる権限を付与できます。

権限の種類 説明

ビュー プロジェクト参照

修正 組織、グループ、プロジェクトの移動、修正、削除、メンテナンス計画

ログ読取り ログ参照、ログ関連機能へのアクセス

ログから個人情報を照会します。 ログに含まれている個人情報を照会する権限

ログエディター ログ設定の編集

プロジェクトのFlexボードの修正 プロジェクトのFlexボード編集

メンバー管理 メンバー権限の修正、メンバーの追加と除外

概要
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権限の種類 説明

アラート通知受信 アラート通知受信

アラート設定 通知受信の設定、メンテナンス計画、サーバー商品のプロセスグループ化機能

課金 金額請求

各権限の詳細と変更方法は、メンバー権限を参照してください。

概要
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メンバー権限
プロジェクト、グループ、組織ごとにメンバーに付与できる権限の種類と変更方法を案内します。

階層構造と権限の継承については、プロジェクト概要を参照してください。

権限の種類

権限の種類 説明

ビュー
メンバー招待時にデフォルトで付与されます。ダッシュボードおよびその他のメニューページを照
会できます。

修正
ダッシュボードの追加/修正/削除、グループ・プロジェクトの移動/修正/削除、メンテナンス計画
の登録/修正/削除、Server製品のプロセスグループ化機能を利用できます。

メンバー管理
組織、グループ、プロジェクトごとにメンバーを追加・削除し、権限を編集できます。この権限を
持つメンバーが必ず1名以上必要です。

アラート通知受信
アラート通知 > イベント受信設定メニューでアラート受信設定を管理できます。この権限がない場
合は、自分のアカウントの受信設定のみ変更できます。

アラート設定
アラートの追加/修正/削除、メンテナンス計画の登録/修正/削除、Server製品のプロセスグループ
化機能を利用できます。

ログ読取り
メンバー招待時にデフォルトで付与されます。ログメニュー、イベント設定のログタブ、トランザ
クションログタブ、コンテナマップログタブにアクセスできます。

ログから個人情報
を照会します。

ログに含まれる個人情報（マスキング解除）を照会できます。詳細は以下の説明を参照してくださ
い。

ログエディター
ログ > ログ設定メニューで設定を編集できます。アクセスキー未発行またはログモニタリング無効
時は利用できません。

メンバー権限



権限の種類 説明

プロジェクトの
Flexボードの修正

プロジェクトのFlexボードメニューで編集モード、アドミンモード、フィルター機能にアクセスで
きます。

課金
組織、グループ、プロジェクト単位で金額を請求できます。詳細は以下の説明を参照してくださ
い。

• メンテナンス計画の設定には修正権限またはアラート設定権限が必要です。詳細はメンテナンス計画を参
照してください。

• Server製品のプロセスグループ化機能には修正権限またはアラート設定権限が必要です。詳細はプロセス
グループ化を参照してください。

• Flexボードの詳細については、Flexボードを参照してください。

ログ個人情報照会

WhaTapはログに含まれる個人情報をデフォルトでマスキング処理します。

個人情報として分類される項目は次のとおりです。

• 住民登録番号、パスポート番号、運転免許証番号、外国人登録番号

• クレジットカード番号、口座番号

• 生体認識情報

ログから個人情報を照会します。権限を持つユーザーは、ログ関連メニューで個人情報の表示トグルボタンを有効にし
てマスキングを解除できます。

メンバー権限
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個人情報非識別化設定の詳細については、ログ設定を参照してください。

請求

• 請求権限は各単位ごとに1名のみ持つことができ、必ず1名が存在する必要があります。

• 請求権限を持つメンバーの横に課金と表示されます。

• 請求権限を譲渡すると、既存メンバーの権限は自動的に解除されます。譲渡時には下位グループおよびプロジェク
トまで一括適用されます。

• 譲渡されるメンバーに認証メールが送信され、承認後に請求権限が最終的に付与されます。

• 請求権限を譲渡されるには、決済情報を先に登録する必要があります。利用内訳メニューで登録できます。詳細は
決済情報を参照してください。

• 各階層に請求担当者がいる場合は、プロジェクト → グループ → 組織の順で請求されます。下位階層に請求担当者
がいない場合は、上位階層の請求担当者に請求されます。
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請求権限の譲渡の詳細については、請求権限の譲渡を参照してください。

メンバー権限の変更

プロジェクトメンバー権限の変更

組織またはグループに属していないプロジェクトのメンバーリストから、所属メンバーの権限を変更できます。

メンバー権限
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右側のトグルボタンで権限を設定してから、適用ボタンをクリックしてください。

メンバー権限
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組織またはグループメンバー権限の変更

組織またはグループに属するプロジェクトのメンバー権限を変更できます。
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組織のグループ毎ユーザー権限またはグループのプロジェクト毎ユーザー権限セクションで、権限を変更する項目の
ボタンをクリックしてください。メンバー権限を修正するウィンドウが表示されたら、次のオプションで権限を設

定できます。

• 継承(許可する): 上位の組織またはグループの権限を継承します。

• 許可: 現在選択したグループまたはプロジェクトの権限を使用できるように設定します。

• 許可しない: 現在選択したグループまたはプロジェクトの権限を使用できないように設定します。

メンバーの追加、削除、権限変更の詳細については、次のドキュメントを参照してください。

• プロジェクトメンバー管理

• グループメンバー管理

• 組織メンバー管理

• 統合メンバー管理

メンバー権限
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プロジェクト管理
プロジェクトの作成、修正、削除およびメンバーの招待や権限管理の方法を案内します。

プロジェクトの階層構造と権限の詳細はプロジェクト概要を参照してください。

プロジェクト作成

エージェントをインストールする前にプロジェクトを作成してください。

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 左側のサイドメニューで プロジェクト全体 > + Project ボタンをクリックします。

3. 商品選択 画面でインストールする製品を選択します。

4. 以下の項目を入力または選択します。

• プロジェクト名：プロジェクト名を入力します。

• データサーバーリージョン：データサーバーの設置されているリージョンを選択します。リージョンと
は、クラウドサービスを提供するデータセンターの集合体です。選択したリージョンにユーザーデータ
が保存されます。

• プロジェクトタイムゾーン：アラートおよびレポート生成時の基準となる時刻を設定します。

• 通知言語の設定：アラート通知メッセージの言語を設定します。（韓国語、英語に対応）

• プロジェクトグループ：複数のプロジェクトをグループとしてまとめて管理できます。所属するグループ
がある場合は選択してください。

• プロジェクト説明：プロジェクトに関する補足説明や詳細情報を入力します。

5. すべての設定が完了したら、プロジェクトを作成する ボタンをクリックします。

組織を選択してプロジェクトを追加する場合は、組織下位のグループを必須に設定する必要があります。

グループに関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

プロジェクト管理
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プロジェクト管理

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > プロジェクト管理

プロジェクトの基本情報を確認して修正できます。修正権限が必要です。

• プロジェクト名：プロジェクト名を変更できます。

• プロジェクト説明：プロジェクトに関する説明を入力できます。

• プロジェクトコード：プロジェクトを識別する数値コードです。

• アプリケーションタイムゾーン：タイムゾーンを変更できます。

• APIトークン：再発行ボタンをクリックしてAPIトークンを再発行できます。

• アラート通知言語：プロジェクトで発生するアラート通知のメッセージの言語を変更できます。

プロジェクト管理

83



修正した項目がある場合は、保存ボタンをクリックしてください。

プロジェクトの削除

次の2つの方法でプロジェクトを削除できます。

• ホーム画面の全体プロジェクトリストから削除するプロジェクト項目の右上にある ボタンをクリックしてくださ
い。ドロップダウンメニューでプロジェクトの削除を選択してください。

• ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > プロジェクト管理メニューに移動してください。画面の右下にあるプロジ
ェクトの削除ボタンをクリックしてください。

ユーザー一覧情報とこれまで収集したデータはすべて削除されます。 削除したデータは再復旧できません。

プロジェクトメンバーを確認する

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > プロジェクトメンバー

選択したプロジェクトに所属するメンバーの一覧を確認できます。

プロジェクト管理
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• メンバー名の右側にある ログイン: ... タグは、最近アクセスした履歴です。

• 決済権限を持つメンバー名の右側には、 課金 タグを表示します。

• ユーザーのアカウント名の右側には マイアカウント タグを表示します。

• メンバーリストのEメールの右側には、MFA適用及びSSO連携可否によって MFA または SSO タグを表示します。

• WhaTapモニタリングサービスに登録していないアカウントを招待すると、招待対象が登録されるまで名前を招待
待ち中です。と表示します。招待メールを再送信する場合は、再招待ボタンをクリックしてください。

プロジェクトメンバーを招待する

1. ホーム画面から、メンバーを招待するプロジェクトを選択してください。

2. サイドメニューで管理 > プロジェクトメンバーを選択してください。

3. 画面右上のメンバー招待ボタンをクリックしてください。

4. ユーザー権限項目から招待するユーザーの権限を設定した後、適用ボタンをクリックしてください。

5. メール入力欄に招待するユーザーのメールアドレスを入力した後、追加ボタンをクリックしてください。他
のユーザーを追加することができます。

6. 招待するユーザーをすべて追加したら、完了ボタンをクリックしてください。

• メンバー招待機能は、メンバー管理権限のあるユーザーのみが利用できます。 メンバー権限の詳細につ
いては、次の文書を参照してください メンバー権限の詳細については、次の文書を参照してください。

• WhaTapモニタリングサービスに登録していないアカウントには、 新規アカウント タグを表示し、会員
登録メールを送信します。

• メンバーリストのEメールの右側には、MFA適用及びSSO連携可否によって MFA または SSO タグを表示
します。

• 招待を完了する前にメンバー招待をキャンセルする場合は、招待メンバーリストから ボタンを選択し
ます。

• 形式が正しくないメールアドレスを入力する場合は、招待されません。

• すでに招待されたメンバーは追加で招待できません。上位の組織やグループのメンバーは自動的に追加さ
れます。
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WhaTapのサポートを受ける

WhaTap監視サービスの使用中に障害が発生した場合は、WhaTapサポートチームをメンバーとして招待してサポート
を受けることができます。

1. プロジェクトメンバーメニューから画面右上にあるWhaTapカスタマーサポートを招待するボタンをクリッ
クしてください。

2. メンバー招待画面が表示されたら、プロジェクト項目からプロジェクトを選択してください。

3. 完了ボタンをクリックしてください。

• WhaTapサポートチームのアカウントは自動入力されます。プロジェクトの種類によっては、サポートチ
ームのアカウントは複数ある場合があります。

• WhaTapカスタマーサポートを招待する機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メン
バー権限の詳細はメンバー権限を参照してください。

プロジェクトメンバーの権限を変更する

1. ホーム画面からプロジェクトを選択してください。

2. サイドメニューで管理 > プロジェクトメンバーを選択してください。

3. プロジェクトメンバー一覧から権限を変更するメンバーの右側にある ボタンをクリックしてください。

4. メンバー権限を修正する画面が表示されたら、メンバー権限を設定してください。そのプロジェクトで許可
する権限を設定できます。

5. すべての設定が完了したら、適用ボタンをクリックしてください。

メンバー権限の変更機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の詳細はメン
バー権限を参照してください。
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プロジェクトメンバーを削除する

1. ホーム画面からプロジェクトを選択してください。

2. サイドメニューで管理 > プロジェクトメンバーを選択してください。

3. プロジェクトメンバー一覧から削除するメンバーの右側にある ボタンをクリックしてください。

4. メッセージが表示されたら、削除ボタンをクリックしてください。

• メンバー管理権限がない場合、他のメンバーを削除できません。メンバー権限の詳細はメンバー権限を参
照してください。

• プロジェクトメンバーが1人の場合、他のメンバーを削除できません。

• 上位グループから継承されたメンバーは削除できません。

• ユーザーのアカウントは、権限に関係なくプロジェクトから削除できます。

• 決済権限を持つメンバーは、決済権限を譲渡するまでは削除できません。

メンバーリストをダウンロードする

メンバーリストをCSV形式のファイルにダウンロードする場合、次の手順に従ってください。

1. ホーム画面からプロジェクトを選択してください。

2. サイドメニューで管理 > プロジェクトメンバーを選択してください。

3. 画面右上の ボタンをクリックしてください。

メンバーリストをCSVファイル形式でユーザーのローカルディスクに保存します。

メンバーリストのダウンロード機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の
詳細はメンバー権限を参照してください。
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グループ管理
複数のプロジェクトをグループにまとめ、メンバーと権限を一括管理できます。プロジェクトごとにメンバーを個別に
追加する代わりに、グループにメンバーを追加すると、グループ内のすべてのプロジェクトに同じ権限が適用されま
す。

• 1つのプロジェクトは1つのグループにのみ属します。

• プロジェクトはグループに属していない場合もあります。

グループメンバーはグループ内のすべてのプロジェクトをモニタリングできます。プロジェクトにのみ権限を付与され
たメンバーは、該当プロジェクトのみモニタリングできます。

グループを追加する

1. サイドメニューでプロジェクト全体 > Groupボタンをクリックしてください。

2. グループ追加画面で作成するグループの名前をグループ名に入力します。

3. グループに関する説明をグループ説明に入力します。グループ説明は必須ではありません。

4. プロジェクト追加一覧からグループに追加するプロジェクトを選択します。プロジェクトを検索して選択す
ることもできます。

5. プロジェクトの追加が完了したら、グループ追加ボタンをクリックします。

グループに追加できるプロジェクトの一覧は、修正権限があるプロジェクトまたはグループに属していない

グループ管理



プロジェクトです。

グループにプロジェクトを追加する

1. ホーム画面のプロジェクトリストのプロジェクト項目の右上に ボタンを選択します。

2. グループに追加を選択します。

3. プロジェクトを追加するグループを選択します。

4. グループに追加ボタンを選択します。

グループ管理
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選択したグループのプロジェクトリストを表示する

1. サイドメニューのプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
す。

2. パネルで照会を希望するグループの右側に ボタンを選択します。

選択したグループに含まれるプロジェクトのみリスト画面に表示されます。この状態でグループメンバーま
たはグループ管理のメニューを利用できます。

3. もう一度全体のプロジェクトリストを確認するには、サイドメニュー下段の プロジェクト一覧へ移動ボタ
ンを選択します。
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グループに属していないプロジェクトを確認するには、リストパネルを下にスクロールします。

グループからプロジェクトを除外する

ホーム画面から除外する

1. ホーム画面のプロジェクトリストのプロジェクト項目の右上に ボタンを選択します。

2. グループから削除を選択します。

3. グループからプロジェクト削除画面が表示されたら、OKボタンをクリックします。
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グループ管理から除外する

グループに属しているプロジェクトを別のプロジェクトに移動または除外できます。

1. サイドメニューのプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
す。

2. パネルから削除するグループの右側に ボタンを選択します。

3. サイドメニューでグループ管理を選択します。

4. グループ管理セクションから除外するプロジェクトを選択します。

5. プロジェクト(N)の移動ボタンが表示されたら、ボタンを選択します。

6. プロジェクトの移動画面が表示されたらグループ選択項目で移動するグループを選択またはその他のプロジ
ェクトを選択します。

7. 確認ボタンを選択します。

グループ選択項目でその他のプロジェクトを選択すると、そのプロジェクトは所属するグループから除外さ
れます。

グループを削除する

1. サイドメニューのプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
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す。

2. パネルから削除するグループの右側に ボタンを選択します。

3. サイドメニューでグループ管理を選択します。

4. グループ情報セクションでグループ削除を選択します。

5. グループ削除メッセージ画面の内容を確認し、削除ボタンを選択します。

• グループを削除すると、ユーザー一覧の情報も削除されます。

• グループに含まれるプロジェクトは、グループ情報のみ削除します。

• 削除した内容は復元できません。

グループメンバーを招待する

1. サイドメニューのプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
す。

2. パネルからメンバーを招待するグループの右側に ボタンを選択します。

3. サイドメニューでグループメンバーを選択します。

4. 画面の右上にあるメンバー招待ボタンを選択します。

5. グループ項目から下位プロジェクト単位を選択してメンバーを追加することもできます。

6. ユーザー権限項目から招待するユーザーの権限を設定した後、適用ボタンを選択します。

7. メール入力欄に招待するユーザーのメールアドレスを入力した後、追加ボタンを選択します。他のユーザー
をさらに追加できます。

8. 招待するユーザーをすべて追加して、完了ボタンを選択します。
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• メンバー招待機能は、メンバー管理権限のあるユーザーのみが利用できます。 メンバー権限の詳細につ
いては、次の文書を参照してください メンバー権限の詳細については、次の文書を参照してください。

• WhaTapモニタリングサービスに登録していないアカウントには、 新規アカウント タグを表示し、会員
登録メールを送信します。

• メンバーリストのEメールの右側には、MFA適用及びSSO連携可否によって MFA または SSO タグを表示
します。

• 招待を完了する前にメンバー招待をキャンセルする場合は、招待メンバーリストから ボタンを選択し
ます。

• 形式が正しくないメールアドレスを入力する場合は、招待されません。

• すでに招待されたメンバーは追加で招待できません。上位の組織やグループのメンバーは自動的に追加さ
れます。

プロジェクト別のメンバーを確認する

1. サイドメニューでプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
す。

2. パネルでメンバーリストを確認するグループの右側に ボタンを選択します。

3. サイドメニューでグループメンバーを選択します。

4. グループに所属するプロジェクトを選択すると、プロジェクトに所属するメンバーを確認できます。
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グループメンバーの権限を変更する

1. サイドメニューのプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
す。

2. パネルで権限を変更するメンバーを含むグループの右側に ボタンを選択します。

3. サイドメニューでグループメンバーを選択します。

4. グループメンバー一覧で権限を変更するメンバーの右側の ボタンを選択します。

5. メンバー権限を修正する画面が表示されたら、メンバー権限とグループのプロジェクト毎ユーザー権限を設
定します。

• メンバー権限：該当グループとグループに属するプロジェクトで許可する権限を設定できます。

• グループのプロジェクト毎ユーザー権限：選択したメンバーの権限をグループに属するプロジェクトご
とに設定できます。

6. すべての設定が完了したら、適用ボタンを選択します。

メンバー権限の変更機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の詳細はメン
バー権限を参照してください。

グループメンバーを削除する

1. サイドメニューのプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
す。

2. パネルから削除するメンバーを含むグループの右側に ボタンを選択します。

3. サイドメニューでグループメンバーを選択します。

4. グループメンバー一覧から削除するメンバーの右側にある ボタンを選択します。

5. メッセージが表示されたら、削除ボタンを選択します。

• 下位プロジェクトからメンバーを削除する場合は、メッセージ画面でチェックボックスをクリックし、削
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除ボタンを選択します。

• メンバー管理権限がない場合、他のメンバーを削除できません。メンバー権限の詳細はメンバー権限を参
照してください。

メンバーリストをダウンロードする

メンバーリストをCSV形式のファイルにダウンロードする場合、次の手順に従います。

1. サイドメニューのプロジェクト全体メニューを選択してグループとプロジェクトリストのパネルを開きま
す。

2. パネルからリストをダウンロードするグループの右側に ボタンを選択します。

3. サイドメニューでグループメンバーを選択します。

4. 画面右上の ボタンを選択します。

メンバーリストをCSVファイル形式でユーザーのローカルディスクに保存します。

メンバーリストのダウンロード機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の
詳細はメンバー権限を参照してください。
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組織管理
複数のグループを1つの組織としてまとめて統合管理できます。運用管理サービス（MSP）企業のように多数の顧客を
グループで管理する場合、組織を活用するとグループとメンバー権限を効率的に管理できます。

組織を作成する

1. 画面右上のプロフィールアイコンをクリックしてください。ドロップダウンメニューが表示されます。

2. 組織生成を選択してください。

3. 組織名とロゴ、詳細を入力して次へボタンをクリックしてください。

4. グループ一覧から組織に追加するグループを選択し、完了ボタンをクリックします。

問題なく組織の作成ができましたら、'組織を正常に生成しました。'メッセージが表示されます。

• 組織名は必須入力項目です。ロゴと詳細は、入力しなくても組織を作成できます。

• 修正権限を持つグループのみ、組織に追加できます。

• グループを選択しなくても組織を作成できます。

• 組織ロゴイメージの推奨サイズは、幅102ピクセル、高さ102ピクセルです。

• 組織ロゴイメージは、3MB以下のpng、jpg、jpegファイルのみ使用できます。

• メンバー権限の詳細については、メンバー権限を参照してください。

組織に属しているグループやプロジェクトを確認する

ホーム画面の左上の非組織を選択します。組織一覧が表示されたら組織を選択します。プロジェクト全体メニューの下
位で組織に属するグループを確認できるし、プロジェクトリストでは、組織に属するすべて全体グループのプロジェク
トリストを確認できます。
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組織管理

1. ホーム画面で左上の非組織を選択します。

2. 組織の一覧が表示されたら、管理したい組織名にマウスポインターをかざします。

3. ボタンが表示されたら、ボタンを選択します。

管理メニューに移動します。
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• 組織名領域

ユーザーが所属している組織の一覧を確認するには、 の組織名領域を選択します。組織リストが表示されると別
の組織を選択するか、非組織リストに戻るを選択してプロジェクトリストに戻ることができます。

• 組織リスト

◦ 自分が属するすべての組織がパネルリストで表示されます。組織を変更する場合は、 移動を選択します。

◦ 組織名とロゴ、説明を編集するには、 ボタンをクリックします。

◦ 組織を削除するには、 ボタンをクリックします。所属するグループとプロジェクトは、非組織のグループに
移動します。

◦ 修正権限がない場合は、修正・削除ボタンが表示されません。

• グループリスト

現在選択されている組織に所属するすべてのグループが一覧として表示されます。 ボタンをクリックすると、選
択したグループの管理画面に移動できます。

• 組織修正

選択している組織の基本情報を修正するには、編集アイコンボタンを選択します。組織修正画面が表示されたら、
組織名、ロゴ、説明などを修正します。修正を完了した後、保存ボタンを選択します。
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組織メンバーを招待する

1. 管理メニューに移動します。

2. サイドメニューでメンバーリストを選択します。

3. 画面の右上にあるメンバー招待ボタンを選択します。

4. 組織項目からサブグループやプロジェクト単位で選択し、メンバーを追加できます。

5. ユーザー権限項目から招待するユーザーの権限を設定した後、適用ボタンを選択します。

6. メール入力欄に招待するユーザーのメールアドレスを入力した後、追加ボタンを選択します。他のユーザー
をさらに追加できます。

7. 招待するユーザーをすべて追加して、完了ボタンを選択します。

• メンバー招待機能は、メンバー管理権限のあるユーザーのみが利用できます。 メンバー権限の詳細につ
いては、次の文書を参照してください メンバー権限の詳細については、次の文書を参照してください。

• WhaTapモニタリングサービスに登録していないアカウントには、 新規アカウント タグを表示し、会員
登録メールを送信します。

• メンバーリストのEメールの右側には、MFA適用及びSSO連携可否によって MFA または SSO タグを表示
します。

• 招待を完了する前にメンバー招待をキャンセルする場合は、招待メンバーリストから ボタンを選択し
ます。

• 形式が正しくないメールアドレスを入力する場合は、招待されません。

• すでに招待されたメンバーは追加で招待できません。上位の組織やグループのメンバーは自動的に追加さ
れます。
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組織メンバーを確認する

組織メニューからメンバーリストを選択します。組織のツリーでグループまたはプロジェクトを選択できます。選択し
たグループ、プロジェクトごとに所属するメンバーを確認できます。選択したグループ、プロジェクトごとにメンバー
の追加や削除、権限変更ができます。

組織メンバーの権限を変更する

1. 管理メニューに移動します。

2. サイドメニューでメンバーリストを選択します。

3. 組織メンバー一覧から権限を変更するメンバーの右側にある ボタンを選択します。

4. メンバー権限を修正する画面が表示されたら、メンバー権限と組織のグループ毎ユーザー権限を設定しま
す。

• メンバー権限：該当組織と組織のグループで許可する権限を設定できます。

• 組織のグループ毎ユーザー権限：選択したメンバーの権限を組織に属するグループ別に設定できます。

5. すべての設定が完了したら、適用ボタンを選択します。

• 組織ツリー構造でグループまたはプロジェクトを選択し、グループ別、プロジェクト別に所属するメンバ
ーの権限を修正できます。選択したグループまたはプロジェクトによって適用できる権限の範囲が異なる
場合があります。

• メンバー権限の修正機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の詳細はメ
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ンバー権限を参照してください。

組織メンバーを削除する

1. 管理メニューに移動します。

2. サイドメニューでメンバーリストを選択します。

3. 組織メンバー一覧から削除するメンバーの右側にある ボタンを選択します。

4. メッセージが表示されたら、削除ボタンを選択します。

• 下位グループまたは下位プロジェクトでもメンバーを削除する場合は、メッセージ画面からチェックボッ
クスをクリックし、削除ボタンを選択します。

• 組織ツリー構造でグループまたはプロジェクトを選択し、グループ別、プロジェクト別に所属するメンバ
ーを削除できます。

• メンバー管理権限がない場合、他のメンバーを削除できません。メンバー権限の詳細はメンバー権限を参
照してください。

メンバーリストをダウンロードする

メンバーリストをCSV形式のファイルにダウンロードする場合、次の手順に従います。

1. 管理メニューに移動します。

2. サイドメニューからメンバーリストを選択します。

3. 画面右上の ボタンを選択します。

メンバーリストをCSVファイル形式でユーザーのローカルディスクに保存します。

メンバーリストのダウンロード機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の
詳細はメンバー権限を参照してください。
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統合管理
組織に属するグループとプロジェクトを1つの画面で移動・削除し、メンバーを階層別に追加・削除・権限変更できま
す。

統合グループ管理

ホーム画面 > 組織選択 > 管理 > 統合グループ

選択した組織のグループ一覧を表示できます。組織の修正権限がない場合、その機能は無効になります。

• 組織を選択していない場合は、組織以外のグループとプロジェクトの一覧が表示されます。グループまたはプロジ
ェクトを選択して、他の組織またはグループに移動できます。

• グループまたはプロジェクトの修正権限がない場合、一覧は無効になります。

• 所有していない組織やグループに、グループまたはプロジェクトを移動するには、その組織やグループに
招待するか、WhaTapサポートチーム(help@whatap.io)にお問い合わせください。

統合管理
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グループを追加する

1. 統合グループメニューで グループ追加を選択します。

2. グループ追加画面が表示されたら、グループ名、詳細を入力します。グループ名は必須項目です。

3. プロジェクト追加項目でグループに追加するプロジェクトを選択します。

4. 適用ボタンをクリックします。

選択したプロジェクトをグループに追加します。

プロジェクト追加項目でテキストを入力し、グループに追加するプロジェクトをフィルタリングできます。
複数のプロジェクトを選択できます。
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グループを移動する(組織からグループを削除)

選択したグループを別の組織に移動したり、組織から削除したりできます。

1. 別の組織に移動するグループを選択します。複数のグループを選択できます。

2. グループへ移動ボタンが有効になったら、クリックします。

3. グループへ移動画面が表示されたら、組織選択項目をクリックして移動する組織を選択します。

4. 確認ボタンをクリックします。

組織からグループを除外するには、組織選択項目で組織に属してないグループを選択します。
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プロジェクトを移動する(グループからプロジェクトを削除)

選択したプロジェクトを他のグループに移動したり、グループから削除したりできます。

1. 他のグループに移動するプロジェクトを選択します。複数のプロジェクトを選択できます。

2. プロジェクト(N)の移動ボタンが有効になったら、クリックします。

3. プロジェクトの移動画面が表示されたら、グループ選択項目をクリックして移動するグループを選択しま
す。

4. 確認ボタンをクリックします。

• 修正権限のないグループは、グループ選択項目の一覧に表示されません。

• グループからプロジェクトを削除するには、グループ選択項目からその他のプロジェクトを選択します。

グループを修正する

1. グループ名と説明を修正したいグループにカーソルを合わせると、修正アイコンボタンが表示されます。

2. ボタンをクリックします。

3. グループ修正画面が表示されたら、修正を完了した後、適用ボタンをクリックします。
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グループまたはプロジェクトを削除する

1. 削除するグループまたはプロジェクトにカーソルを合わせると、 ボタンが表示されます。

2. ボタンをクリックします。

3. グループ削除またはプロジェクト削除画面が表示されたら、メッセージを確認して確認ボタンをクリックし
ます。

• グループを削除する場合は、グループとユーザー一覧情報の両方が削除されます。グループに属していた
プロジェクトは、グループに属していないプロジェクトに移動します。

• プロジェクトを削除する場合は、ユーザー一覧情報と収集したデータが削除されます。削除したデータは
復元できません。

統合メンバー管理

ホーム画面 > 組織選択 > 管理 > 統合メンバー

選択した組織、グループ、プロジェクト別のメンバー一覧を確認、追加または削除できます。組織に修正権限がない場
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合、その機能は無効になります。

• 組織を選択していない場合は、組織以外のグループとプロジェクトの一覧が表示されます。グループまたはプロジ
ェクトを選択して、他の組織またはグループに移動できます。

• グループまたはプロジェクトの修正権限がない場合、メンバーを追加または削除することはできません。

所有していない組織やグループのメンバーを確認するには、その組織やグループに招待するか、WhaTapサポ
ートチーム(help@whatap.io)にお問い合わせください。

メンバーを招待する

1. 統合メンバーメニューから組織またはグループ、プロジェクトを選択します。

2. 画面の右上にあるメンバー招待ボタンをクリックします。

3. ユーザー権限項目から招待するユーザーの権限を設定した後、適用ボタンをクリックします。

4. メール入力欄に招待するユーザーのメールアドレスを入力した後、追加ボタンをクリックします。他のユー
ザーをさらに追加できます。

5. 招待するユーザーをすべて追加したら、完了ボタンをクリックします。

• メンバー招待機能は、メンバー管理権限のあるユーザーのみが利用できます。 メンバー権限の詳細につ
いては、次の文書を参照してください メンバー権限の詳細については、次の文書を参照してください。

• WhaTapモニタリングサービスに登録していないアカウントには、 新規アカウント タグを表示し、会員
登録メールを送信します。

• メンバーリストのEメールの右側には、MFA適用及びSSO連携可否によって MFA または SSO タグを表示
します。

• 招待を完了する前にメンバー招待をキャンセルする場合は、招待メンバーリストから ボタンを選択し
ます。

• 形式が正しくないメールアドレスを入力する場合は、招待されません。

• すでに招待されたメンバーは追加で招待できません。上位の組織やグループのメンバーは自動的に追加さ
れます。

統合管理

108

mailto:help@whatap.io


メンバーの権限を変更する

1. 統合メンバーメニューから組織またはグループ、プロジェクトを選択します。

2. メンバー一覧で権限を変更するメンバーの右側にある ボタンをクリックします。

3. メンバー権限を修正する画面が表示されると、メンバー権限と組織のグループ毎ユーザー権限またはグルー
プのプロジェクト毎ユーザー権限を設定します。

• メンバー権限を修正する：組織と組織に所属するグループが許可する権限を設定できます。

• 組織を選択した場合) 組織のグループ毎ユーザー権限：選択したメンバーの権限を組織に属するグループ
ごとに設定できます。

• グループを選択した場合) グループのプロジェクト毎ユーザー権限：選択したメンバーの権限をグループ
に属するプロジェクトごとに設定できます。

4. すべての設定が完了したら、適用ボタンをクリックします。

• 選択した組織、グループまたはプロジェクトにより適用可能な権限の範囲が異なります。

• メンバー権限の変更機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の詳細はメ
ンバー権限を参照してください。

メンバーを削除する

1. 統合メンバーメニューから組織またはグループ、プロジェクトを選択します。

2. メンバー一覧から削除するメンバーの右側にある ボタンをクリックします。

3. メッセージが表示されたら、削除ボタンをクリックします。

• 組織を選択した場合、下位グループや下位プロジェクトからもメンバーを削除するには、メッセージ画面
からチェックボックスをクリックし、削除ボタンをクリックします。

• グループを選択した場合、下位プロジェクトからもメンバーを削除するには、メッセージ画面からチェッ
クボックスをクリックし、削除ボタンをクリックします。

• メンバー管理権限がない場合、他のメンバーを削除できません。メンバー権限の詳細はメンバー権限を参
照してください。
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メンバーリストをダウンロードする

メンバーリストをCSV形式のファイルにダウンロードする場合、次の手順に従います。

1. 統合メンバーメニューに移動します。

2. 画面左側の一覧から組織またはグループ、プロジェクトを選択します。

3. 画面右上の ボタンをクリックします。

メンバーリストをCSVファイル形式でユーザーのローカルディスクに保存します。

メンバーリストのダウンロード機能はメンバー管理権限のあるユーザーのみ利用できます。メンバー権限の
詳細はメンバー権限を参照してください。
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メンテナンス計画

メンテナンス計画を登録すると、設定した時間の間に警告通知を一時停止できます。繰り返し設定で定期的なメンテ
ナンス計画も管理できます。

• 新しいバージョンで見るボタンをクリックすると、新規メンテナンス計画画面に移動します。

• 既存のメンテナンス計画と新規メンテナンス計画は互換性がありません。

◦ 既存のメンテナンス計画メニューで登録したメンテナンス計画は、既存のメンテナンス計画メニューに表示され
ます。

◦ 新規メンテナンス計画メニューで登録したメンテナンス計画は、新規メンテナンス計画メニューで表示されま
す。

• 新規メンテナンス計画の説明は、新規メンテナンス計画を参照してください。

権限

メンテナンス計画を追加して修正・削除するには、プロジェクトに対する修正権限または通知設定権限が必
要です。 メンバー権限の詳細については、メンバー権限を参照してください。

メンテナンス計画



基本メンテナンス計画

メンテナンス計画を登録する

1. 画面の右上にある + 計画追加ボタンをクリックしてください。

2. メンテナンス計画の追加ウィンドウが表示されたら作成者、メンテナンス履歴の順に入力してください。

3. 繰返し項目で定期的な繰り返し間隔を選択してください。

• 1回限り：設定した時間の間に1回のみメンテナンス計画の通知が動作します。繰り返し設定が必要ない
場合は選択してください。

• 毎日：毎日繰り返すメンテナンス計画です。

• 毎週：毎週選択した曜日ごとに繰り返すメンテナンス計画です。

• 毎月：毎月選択した日ごとに繰り返すメンテナンス計画です。

• 毎年：毎年選択した月、日ごとに繰り返すメンテナンス計画です。

4. 開始時間と終了時間を設定してください。

5. 設定をすべて完了した後、確認ボタンをクリックしてください。

メンテナンス計画一覧で追加した項目を確認できます。
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メンテナンス計画を登録した後、プロジェクト内のメニューから1時間以内に完了する予定または進行中のメンテナン
ス計画がある場合、画面上にバナー形式で表示します。

• 進行中のメンテナンス計画はオレンジ色で表示され、1時間以内に実行される予定のメンテナンス計画は灰色の背
景で表示されます。

• 上部にあるメンテナンス計画バナーを選択すると、右側にメンテナンス計画一覧が表示されます。 1時間以内に進
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行予定または進行中のメンテナンス計画の一覧を確認することができます。

• メンテナンス計画の一覧で１つを選択すると、メンテナンス計画の確認ウィンドウが表示され、詳細情報が確認で
きます。 そのウィンドウからメンテナンス計画を修正できません。

サーバープロジェクトのメンテナンス計画繰返し機能は、既存のメンテナンス計画メニューでは使用できま
せん。

メンテナンス計画を活用した警告通知の非活性化

メンテナンス計画の設定時間の間に通知を一時的に非活性化できます。 定期メンテナンスまたは予定された
作業中に管理者が作業に集中できるよう不要な通知を防止するための機能です。 メンテナンス計画の設定時
間の間に警告通知が一時的に中断され、管理者が作業を終えた後、メンテナンス計画の終了時点で通知が再
び活性化されます。

特定の時間帯に警告通知を無効にしたい場合、メンテナンス計画メニューから繰り返しおよび時間を設定で
きます。 例えば、毎週水曜日の午前1時から午前4時までに通知を受けたくない場合は、次の例の画像を参照
してください。 繰り返し、曜日、時間設定を通じてその時間帯に反映されるように、メンテナンス計画に追
加すると警告通知が非活性化されます。

メンテナンス計画

114



メンテナンス計画を修正する

1. メンテナンス計画一覧で修正する項目の右側にある ボタンをクリックしてください。

2. 修正ウィンドウが表示されたら、必要な項目を修正してください。

3. 修正を完了したら確認ボタンをクリックしてください。

メンテナンス計画を無効化する

メンテナンス計画一覧で、活性化されている項目の右端にあるトグルボタンをクリックすると無効化されます。そのメ
ンテナンス計画の項目は機能しません。
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メンテナンス計画を削除する

1. メンテナンス計画一覧から削除する項目の左端のチェックボックスを選択してください。複数選択できま
す。

2. 画面右上にある削除ボタンが活性化されます。

3. 削除ボタンをクリックすると、チェックしたメンテナンス計画が削除されます。

• すべてのメンテナンス計画を選択するには、一覧の左上にあるチェックボックスを選択してください。

• 個別の削除確認メッセージは表示されません。削除する前に注意してください。

ダッシュボードにメンテナンス計画ウィジェットを追加する

Flex ボードからウィジェットテンプレートとしてメンテナンス計画ウィジェットを提供します。

1. ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > Flex ボードメニューに移動して、ダッシュボード一覧か
らウィジェットを追加するダッシュボードを選択してください。

2. 修正モードを選択してください。

3. ウィジェットテンプレート一覧からメンテナンス計画を選択してください。

4. メンテナンス計画ウィジェットを必要な場所に配置してください。
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• メンテナンス計画ウィジェットで一覧のいずれかを選択すると、詳細情報を確認できるウィンドウが表示
されます。そのウィンドウでは、メンテナンス計画を修正することはできません。

• メンテナンス計画ウィジェットの右上にある > ボタンをクリックすると、そのプロジェクトの管理 >
メンテナンス計画メニューに移動します。

新規メンテナンス計画

以前のバージョンで見るボタンをクリックすると、既存のメンテナンス計画画面に移動します。

メンテナンス計画を登録する

1. 画面の右上にある + 計画追加ボタンをクリックしてください。

2. メンテナンス計画の追加ウィンドウが表示されたら作成者、メンテナンス履歴の順に入力してください。
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3. 対象エージェントを選択してください。

• 全体エージェント自動選択活性化

◦ メンテナンス計画の設定後に追加されたエージェントが自動的にメンテナンス計画に含まれます。

• 全体エージェント自動選択無効化

◦ プロジェクトにインストールされている活性化または非活性化状態のすべてのエージェントの一覧
(エージェント名、IP)が表示されます。

◦ 対象エージェント一覧から選択したエージェントがメンテナンス計画の対象となります。

◦ エージェントは最大300個まで選択できます。

4. 繰返し項目で定期的な繰り返し間隔を選択してください。

• 1回限り：設定した時間の間に1回のみメンテナンス計画の通知が動作します。繰り返し設定が必要ない
場合は選択してください。

• 毎日：毎日繰り返すメンテナンス計画です。

• 毎週：毎週選択した曜日ごとに繰り返すメンテナンス計画です。

• 毎月：毎月選択した日ごとに繰り返すメンテナンス計画です。

• 毎年：毎年選択した月、日ごとに繰り返すメンテナンス計画です。

5. 日付及び時間項目で開始時間と終了時間を設定してください。
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• 1回限りのメンテナンス計画を登録する場合、クイック時間選択オプションで30分、1時間、2時間、6時
間の中から目的の時間を選択してください。

6. 設定をすべて完了した後、確認ボタンをクリックしてください。

メンテナンス計画一覧で追加した項目を確認できます。

メンテナンス計画を登録した後、プロジェクト内のメニューから1時間以内に完了する予定または進行中のメンテナン
ス計画がある場合、画面上にバナー形式で表示します。

• 進行中のメンテナンス計画はオレンジ色で表示され、1時間以内に実行される予定のメンテナンス計画は灰色の背
景で表示されます。

• 上部にあるメンテナンス計画バナーを選択すると、右側にメンテナンス計画一覧が表示されます。 1時間以内に進

メンテナンス計画

119



行予定または進行中のメンテナンス計画の一覧を確認することができます。

• メンテナンス計画の一覧で１つを選択すると、メンテナンス計画の確認ウィンドウが表示され、詳細情報が確認で
きます。そのウィンドウからメンテナンス計画を修正できません。

• クバネティスプロジェクト、URLプロジェクトは、対象エージェント選択機能を使用できません。

• クバネティスプロジェクト、URLプロジェクトは、メンテナンス計画の設定後に追加でインストールされ
るエージェントが自動的にメンテナンス計画に含まれます。

メンテナンス計画を活用した警告通知の非活性化

メンテナンス計画の設定時間の間に通知を一時的に非活性化できます。 定期メンテナンスまたは予定された
作業中に管理者が作業に集中できるよう不要な通知を防止するための機能です。 メンテナンス計画の設定時
間の間に警告通知が一時的に中断され、管理者が作業を終えた後、メンテナンス計画の終了時点で通知が再
び活性化されます。

特定の時間帯に警告通知を無効にしたい場合、メンテナンス計画メニューから繰り返しおよび時間を設定で
きます。 例えば、毎週水曜日の午前1時から午前4時までに通知を受けたくない場合は、次の例の画像を参照
してください。 繰り返し、曜日、時間設定を通じてその時間帯に反映されるように、メンテナンス計画に追
加すると警告通知が非活性化されます。
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メンテナンス計画を修正する

1. メンテナンス計画一覧で修正する項目の右側にある ボタンをクリックしてください。

2. 修正ウィンドウが表示されたら、必要な項目を修正してください。

3. 修正を完了したら確認ボタンをクリックしてください。

メンテナンス計画を無効化する

メンテナンス計画一覧で、活性化されている項目の右端にあるトグルボタンをクリックすると無効化されます。そのメ
ンテナンス計画の項目は機能しません。
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メンテナンス計画を削除する

1. メンテナンス計画一覧から削除する項目の左端のチェックボックスを選択してください。複数選択できま
す。

2. 画面右上にある削除ボタンが活性化されます。

3. 削除ボタンをクリックすると、チェックしたメンテナンス計画が削除されます。

• すべてのメンテナンス計画を選択するには、一覧の左上にあるチェックボックスを選択してください。

• 個別の削除確認メッセージは表示されません。削除する前に注意してください。

ダッシュボードにメンテナンス計画ウィジェットを追加する

Flex ボードからウィジェットテンプレートとしてメンテナンス計画ウィジェットを提供します。

1. ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > Flex ボードメニューに移動して、ダッシュボード一覧か
らウィジェットを追加するダッシュボードを選択してください。

2. 修正モードを選択してください。

3. ウィジェットテンプレート一覧からメンテナンス計画を選択してください。

4. メンテナンス計画ウィジェットを必要な場所に配置してください。
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• メンテナンス計画ウィジェットで一覧のいずれかを選択すると、詳細情報を確認できるウィンドウが表示
されます。そのウィンドウでは、メンテナンス計画を修正することはできません。

• メンテナンス計画ウィジェットの右上にある > ボタンをクリックすると、そのプロジェクトの管理 >
メンテナンス計画メニューに移動します。
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ユーザー行為

ホーム画面 > プロジェクト選択 > サイトマップ > 管理 > ユーザー行為

WhaTapモニタリングサービスを利用するユーザーがプロジェクト内で行う行為を自動的に検知して記録します。 プロ
ジェクトのメンバーが主に利用するメニューと機能を確認でき、設定変更で問題が発生した場合、ユーザーの行為を
追跡して素早く対応できます。

1. 照会期間を時間選択で設定します。

2. ユーザーの行為を照会する対象をユーザーEメールで選択します。 選択できるユーザーはメールアドレスで区
分されます。

3. ボタンをクリックします。

ユーザー行為



• 本人の活動内容は別途の権限なしで照会できますが、他のメンバーの活動内容を照会するにはメンバー管
理権限が必要です。 メンバー権限についての詳細は、メンバー権限を参照してください。

• ユーザーの行為を照会できる最大時間は62日間です。

• ユーザーの行為に関するデータの保管期間は1年間です。

メッセージ形式

ユーザーの行為に対するメッセージは、電子メール、IPアドレス、具体的な行為の説明で構成されます。

Example

userId=user@whatap.io, ip=13.125.196.206, msg=成功的にログインしました。

• userId ：ユーザーのメールアドレス

• ip ：ユーザーが接続した機器のIPアドレス

• msg ：ユーザーの具体的な行為

照会範囲

次のユーザー行為を照会できます。

ユーザー

• 会員登録履歴

• ログイン及びログイン失敗、ログアウト

• 休眠アカウントの転換及び復旧

• ユーザー情報に関する個人情報の修正及び会員退会、APIトークンの発行有無、プロジェクト一覧の照会

• マルチファクター認証の登録·修正・削除・アップデート

• 携帯電話の認証関連

ユーザー行為
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課金

• 決済に関する請求書のダウンロード、プロモーションキーの追加、決済情報の保存

• プロジェクト管理者照会

• プロジェクトの有料転換及び履歴照会

プロジェクト

• プロジェクトの作成・修正・削除

• プロジェクトトークンの発行履歴、アクセスキー生成、メータリングデータ照会

• メンテナンス計画の追加・修正・削除

• プロジェクトをグループに追加・削除

• プロジェクトのメンバー一覧の照会

• プロジェクトのサーバーステータス更新履歴

• プロジェクトに他のメンバーを招待、権限設定、メンバー削除

• ユーザーカスタムデータ(Preset) の作成・修正・削除

• Flexボードの作成・修正・削除・共有

• リアルタイムアラートメニューでのイベント一括処理履歴

• アラート通知 > イベント設定メニューでのユーザー活動

◦ イベントの作成・修正・削除

◦ イベント設定をJSONに修正・保存・読み込み

• アラート通知 > 通知設定メニューでのユーザー別アラート受信設定の照会

• SQLビルド及びフォーマッティングされたSQLリクエスト履歴

• レポート設定のアップデート、ダウンロード、メール送信予約履歴

• 電子メール通知の受信拒否履歴

• 他のメンバーのユーザー行為メニュー利用

• マージデータのリクエスト

• URLチェック設定

ユーザー行為

126



• データ抽出及びパラメータの復号化設定

• Database製品プロジェクト

◦ セッション中止機能のリクエストと成功、失敗履歴

◦ 実験室 > スクリプト·マネージャーメニューでユーザーのSQL実行履歴

◦ 管理 > エージェントアップデートメニューでのユーザーのエージェント更新履歴

グループ

• グループの作成・修正・削除

• グループのメンバーのリストを表示

• グループに他のメンバーを招待、権限設定、メンバー削除

• グループ一覧の表示

• グループを組織に追加・削除

組織

• 組織の作成・修正・削除

• 組織のメンバーリストを照会

• 組織に他のメンバーを招待、権限設定、メンバー削除

ユーザー行為
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ユーザーグループ別表示設定
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > ユーザーグループ表示設定

ユーザーグループ表示設定は、特定のユーザーグループにのみメニューやプリセットを表示できるように制限する機能
です。管理者は表示グループを作成し、目的のメニューまたはプリセットと接続し、表示対象を設定することで、ユー
ザーの役割や権限に応じて不要な項目を非表示にし、必要な情報のみを表示できます。

プロジェクトでメンバー管理権限を持つユーザーのみ設定できます。

基本画面

ユーザーグループ表示設定は、タグ付けされたユーザーにのみ特定のプリセット、メニュー、機能を表示するように設
定できます。

ユーザーグループ別表示設定



表示対象の設定

表示グループが設定されていない場合、表示対象の既定値は 全体表示 です。表示グループのみ表示を選択して、表
示グループに含まれるユーザーにのみページを表示します。

• 表示グループのみ表示: 設定された表示グループに含まれるユーザーにのみページが表示

• 全体表示: すべてのユーザーにページが表示(表示グループ設定と無関係)

ユーザーグループ別表示設定
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表示グループの作成

この表示グループに表示するメニューを設定できます。

1. ユーザーグループ表示設定画面の右上にある ビューの役割の追加ボタンをクリックします。

2. 表示グループの作成で表示グループ名と表示グループの説明を入力します。

a. 追加ボタンをクリックして、メールアドレスまたはユーザー名でユーザーを追加します。

b. 作成する表示グループに追加するメニュー/プリセットまたは機能の表示グループに追加トグルを有効化し
て表示グループに追加します。

3. 確認ボタンをクリックして表示グループを作成します。

表示グループの追加

1. ユーザーグループ表示設定で、各メニュー/プリセット項目に該当する表示グループの をクリックします。

2. ドロップダウンで 表示グループの作成をクリックします。

3. 表示グループの作成で表示グループ名、表示グループの説明を入力します。

a. 追加ボタンをクリックして、メールアドレスまたはユーザー名でユーザーを追加します。

b. 作成する表示グループに追加するメニュー/プリセットまたは機能の表示グループに追加トグルを有効化し
て表示グループに追加します。

4. 確認ボタンをクリックして表示グループを作成します。

5. 作成された表示グループを選択した後、適用ボタンをクリックして適用します。

表示グループの修正

1. 表示グループリストで をクリックします。

2. ドロップダウンで修正する表示グループの アイコンをクリックします。

ユーザーグループ別表示設定
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表示グループの削除

1. 削除する表示グループがあるメニュー/プリセットの表示グループをクリックします。

2. ドロップダウンで削除する表示グループの アイコンをクリックします。

3. 表示グループの削除ボタンをクリックします。

4. 適用ボタンをクリックすると、表示グループが削除されます。

• 表示グループがない場合、すべてのページと機能が表示されます。

ユーザーグループ別表示設定
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統合レポート
ホーム画面 > 統合レポート

ユーザーは、複数のプロジェクトを統合したレポートを作成および共有できます。レポートの種類と含めるプロジェ
クトを選択してレポートを生成することができ、生成一覧で作業の進行状況を確認できます。特定のプロジェクトでエ
ラーが発生すると、エラーの内容を確認できます。作成が完了したレポートは、すぐに照会するか、ダウンロードお
よび印刷機能で共有できます。

統合レポートメニューはApplication、Server、Kubernetes、Database商品のプロジェクトに関するレポ
ートのみ作成できます。

統合レポート



主な機能の案内

統合レポートメニューで提供する機能は次のとおりです。

• マルチプロジェクトサポート

複数のプロジェクトを選択して一度にレポートを生成できるので便利です。プロジェクトで利用できるレポートメ
ニューは、そのプロジェクトに関するレポートのみ作成できます。

• タスクごとのレポート作成

レポート生成機能はタスクごとにプロジェクトを選択し、テンプレートとして保存できます。通常タスクごとにプ
ロジェクトを分割して使用するマイクロサービスアーキテクチャ(Micro Service Architecture、MSA)の環境で有効
な機能です。

• 大容量データの最適化

レポートの生成時間が大幅に短縮されます。また、一部のプロジェクトレポートの生成中にエラーが発生した場合
でも、レポートの結果を表示できます。

• レポート作成中に同時作業が可能

レポートを作成すると同時に、他の業務を進めます。プロジェクトで利用できるレポートメニューは、レポート作
成タスクを完了するまで待つ必要があります。

統合レポートメニューからレポートの生成を開始した後、別のページに移動できます。また、レポートの結果一覧
から進捗状況と生成されたレポートを照会できます。

• レポート作業の共有

同じプロジェクト権限を持つユーザーが作成したレポートを表示できます。関連するレポートがすでに作成されて
いるかを確認できるため、重複の作成を回避できます。

レポートと統合レポートの違い

プロジェクトで利用できるレポートメニューでは、そのプロジェクトに関するレポートを作成できます。初期画面で
プロジェクトを選択し、サイドメニューのレポートまたは統計/レポートメニューでアクセスできます。

統合レポートメニューでは、複数のプロジェクトに関するレポートを作成できます。プロジェクトを選択することな
く、初期画面でアクセスできます。

統合レポート
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レポート作成

レポートの種類を選択

レポートタイプ一覧で希望するレポートタイプを選択するとレポート
生成ボタンが有効になります。レポート名の前のアイコンは、レポー
ト作成に対応するプロジェクトプラットフォームを意味します。

• Applicationプロジェクトプラットフォームを示します。

• Databaseプロジェクトプラットフォームを示します。

• Kubernetesプロジェクトのプラットフォームを示します。

• Serverプロジェクトプラットフォームを示します。

統合レポート
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詳細設定を行う

レポート生成画面が表示されたら、各項目を設定します。

• 題名: 同じ種類のレポートが複数ある場合、名前を指定するとレポ
ートの結果を区別するときに役に立ちます。

• 時間: レポートで使用するデータの期間を選択します。期間はレポ

統合レポート
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ートの種類(日、週、月)によって異なります。

• プロジェクト：レポートを作成するプロジェクトを選択します。
グループおよび個別のプロジェクト単位で選択できます。検索フ
ィールドを使用して、目的のプロジェクトを検索できます。

• レポートフォーマット保存：現在入力したレポートの設定をテン
プレートとして保存できます。今後、新しい報告書を作成する際
タイプ一覧で読み込めます。

設定を完了したら、レポート生成ボタンを選択します。

選択したレポートの様式に従って照会期間を設定する方法は次のとおりです。

• 日刊報告書: 開始と終了の日付、時間を選択できます。

• 週間報告書: 開始日のみを選択すると、終了日を計算して自動的に選択します。

統合レポート
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• 月間報告書: 開始日のみを選択すると、終了日を計算して自動的に選択します。

◦ 開始日が1日であれば、その月の月末までに自動的に選択されます。

◦ 開始日が1日でなければ、来月の前日までに自動選択されます。

例1、開始日が1月1日であれば、1月1日00時00分00秒から1月31日23時59分59秒を自動選択します。

例2、開始日が1月10日であれば、1月10日00時00分00秒から2月9日23時59分59秒を自動選択します。

• 時間オプションの利用方法の詳細については、次の文書を参照してください。

• 保存したレポート様式を読み込み方法の詳細は次の文書を参照してください。

レポートフォームの読み込み

新しいレポートを作成するときレポートフォーマット保存機能を使用
して保存した様式は、その後のレポート作成時にタイプ項目で確認で
きます。

業務単位でプロジェクトを頻繁に使用するユーザーは、アクティブに
活用できます。

• ：保存したレポートフォームを修正できます。

• ：保存したレポートフォームを削除できます。

統合レポート
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レポート一覧を確認する

レポート生成リストで以前に作成したレポートと現在作業中のレポー
トを確認できます。

• 全体タブでは、ユーザー本人が作成したレポートの他にも、同じ
権限を持つユーザーが作成したレポートを一緒に確認できます。

• マイレポートタブでは、ユーザー本人が作成したレポートのみ確
認できます。

• レポート項目の右上に ボタンを選択すると、そのレポートをコ
ピーまたは削除できる機能を利用できます。

統合レポート
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• エラーなく作成されたレポートは アイコンで表示され、エラーが含まれている場合は アイコンで表
示されます。 アイコンを選択すると、どのプロジェクトでエラーが発生したかを確認できます。

• 作成したレポートは最大100個まで7日間保管できます。

表示と共有

• 画面照会

レポート生成リスト一覧で作成したレポー
トを選択すると、レポートの詳細を確認で
きます。

• ダウンロード

現在照会中のレポートをhtml形式のファ
イルでダウンロードするにはダウンロード
ボタンを選択します。モニタリングの管理

統合レポート
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権限のない人にレポートを共有できます。

• 印刷およびPDF保存

レポートをプリンターで印刷するか、PDF
形式のファイルとして保存するには印刷ボ
タンを選択します。

統合レポート
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リアルタイムアラートリスト
ユーザーが権限を持つすべてのプロジェクトの通知をリアルタイムで確認でき、通知の状況を一目で確認できます。タ
イムライン、通知タイトル、プロジェクト、アプリケーションを分類して確認できます。

リアルタイムで通知リストを取得する間隔は20秒です。20秒前に通知リストを更新するには、画面右上のリフレッシ
ュボタンを選択します。

個別プロジェクトでリアルタイムアラートを確認する方法の詳細については、次の文書を参照してくださ
い。

通知検索

画面左上のテキスト入力欄に検索内容を入力し ボタンを選択すると通知が検索できます。検索結果は、画面下のリ

リアルタイムアラートリスト
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ストに表示されます。

グループ、プロジェクト、製品別フィルタリング

通知リストはグループ、プロジェクト、または製品タイプ別にフィルタリングして確認できます。画面左上のプロジェ
クトボタンを選択します。画面の右側にプロジェクト画面が表示されたらグループ、プロジェクト、プロダクト種類ご
とに項目を選択します。

• 選択した項目は、通知検索テキスト入力欄の右側に表示されます。複数選択ができます。

リアルタイムアラートリスト
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• 選択した項目をキャンセルするには、その項目をもう一度選択します。

• プロジェクト画面の ボタンを選択するか、プロジェクト領域の外側をクリックすると、フィルタリングされた
通知一覧が表示されます。

• プロジェクト画面に多くのリストがある場合は、検索で探している項目を検索できます。

• 必要なアイテムをフィルタリングしながら、通知コンテンツを検索することもできます。

通知一覧の時間を設定する

最近発生した通知のリストを時間帯で確認できます。画面右上、リフレッシュボタンの左側にある時間選択ボックスを
選択します。最近1時間(既定値)、最近3時間、最近6時間、最近12時間、最近1日間を選択できます。

選択した直近の時間登録に従って発生した通知がタイムラインで確認できます。最も多く発生した通知時間帯を確認す
るのは簡単です。

通知一覧のグループ化

通知リストを題名、プロジェクト、アプリケーションごとにグルーピングしてソートできます。グループ化を解除する
には、タイムラインボタンを選択します。

通知が発生した場合、サウンドをオンまたはオフにするには ボタンを選択します。

通知一覧イベントを一括解消する

リアルタイムアラートリストで進行中のすべてのイベントを一括で解消できます。

1. 解消しようとする通知メッセージを検索またはフィルタリングし、一覧に表示します。

2. 画面右上のイベント一括処理ボタンを選択します。

リアルタイムアラートリスト
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3. メッセージが表示されたら、解消ボタンを選択します。

• イベントの解消作業を完了するまで約30秒から1分ほどかかります。

• イベント一括処理機能を使用すると、現在進行中のイベントの解消通知が大量に発生する可能性がありま
す。

• イベント一括処理機能を使用した後もイベントルールが有効になっており、データがしきい値を超えた場
合、イベントは再び発生する可能性があります。

• イベント解消のお知らせはアラート通知 > イベント設定メニューでイベントの修正を通じて無効にできま
す。イベント状態が解消されたら追加に通知するまたは解消された通知オプションを無効にします。

通知一覧をダウンロードする

選択した時間の間、照会された一覧をCSV形式のファイルにダウンロードできます。

1. 画面右上の ボタンを選択します。

2. 最大CSV行数オプションに希望する値を入力します。

3. ダウンロードボタンを選択します。

ダウンロードしたCSVファイル名は、notifications YYYY-MM-DD .csv_形式です。

リアルタイムアラートリスト
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スナップショットの確認

通知一覧の各項目の右端の ボタンをクリックすると、その通知のスナップショットが確認できます。 ボタンを選
択すると画面の右端にSnapshotウィンドウが表示されます。

選択した通知に関する詳細はSnapshotウィンドウで確認できます。

追加機能を活用する

通知一覧の各項目の右端の ボタンを選択して、次の追加機能にアクセスします。

• 詳細：該当通知の詳細とステータスを確認できるプロジェクトのメニューに移動します。

• イベント履歴：この通知のイベントメッセージを確認できるプロジェクトイベント履歴メニューに移動します。

• 受信設定：通知の受信設定ができる通知設定メニューに移動します。通知設定の詳細については、次の文書を参照
してください。

製品別文書
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• アプリケーションモニタリング > 通知設定

• サーバーモニタリング > 通知設定

• データベースモニタリング > 通知設定

• Kubernetesモニタリング > 通知設定

• Amazon ECS > 通知設定

• Amazon CloudWatch > 通知設定

• Azure Monitor > 通知設定

• Naver Cloud Monitoring > 通知設定

• Oracle Cloud Monitor > 通知設定

• ポリシー：警告通知を設定できるプロジェクトのイベント設定メニューに移動します。イベント設定の詳細につい
ては、次の文書を参照してください。

製品別文書

• アプリケーションアラート通知

• サーバーアラート通知

• データベースアラート通知

• コンテナアラート通知

• ログ通知の設定

• Amazon ECS > メトリクスアラート

• Amazon CloudWatch > メトリクスアラート

• Azure Monitor > メトリクスアラート

• Naver Cloud Monitoring > メトリクスアラート

• Oracle Cloud Monitor > メトリクスアラート

イベントの種類により、使用可能な追加機能は異なる場合があります。
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WhaTap AIチャットボット
WhaTap AIチャットボットは、ユーザーが自然言語で質問すると、AIがリアルタイムで理解し、適切な回答を提供する
インテリジェントな対話型インターフェースです。 このチャットボットは単なるキーワード検索ではなく、文脈を理
解し、目的に応じた情報を案内する対話型のユーザー体験を提供します。

本チャットボットはWhaTapモニタリングサービスに特化しており、ユーザーの質問に応じて設定ガイド、機能説明、
バージョン情報、活用例などを自動で提供できます。 例えば、特定のダッシュボードの作成方法やログパーサーの登
録方法、SQL分析の依頼などを自然言語で入力すると、即座に関連情報が提示されます。

WhaTap AIチャットボットは、特に次のような状況で有効に活用できます：

* 製品マニュアルやガイドの検索が難しい場合

* 複雑な設定やメトリクスの解釈が必要な場合

* 開発者や運用者間で迅速な情報共有が求められる場合

現在はベータ版として提供されており、今後も継続的な改善により、より多くの言語や機能に対応する予定です。

WhaTap AIチャットボットサービスは、Node.jsベースのバックエンドサーバー、MilvusベクトルDB、MinIO
オブジェクトストレージで構成されており、内部ドキュメントおよびデータと連携した高性能な検索・応答
システムを通じて、正確かつ迅速な回答を提供します。

サポート範囲

• 状態：ベータ

• 言語: 韓国語 (日本語と英語は準備中です)

• 入力文字数の制限：最大3,000文字

• 使用回数：無制限（今後、回数制限および課金機能が追加される可能性あり）

• 利用条件：WhaTapアカウントへのログインが必要

WhaTap AIチャットボット



基本的な使い方

WhaTap AI Chatbot Service

会話を開始する

1. 右上のチャットボットアイコン をクリックします。

2. チャットボットウィンドウのポップアップを確認

3. ウェルカムメッセージと機能案内を確認

4. 質問を入力後、送信ボタンをクリックするか Enterキーを押して会話を開始

会話を進行する

• ユーザーのメッセージは右側、AIの応答は左側に表示されます。

• AIはリアルタイムで応答を生成し、作成中は「"回答を作成中です..."」というメッセージが表示されます。

• 以前の会話内容はブラウザセッションに一時保存され、ウィンドウを閉じたり、ページを更新すると削除されま
す。

応答の活用

• コードブロック形式の回答が含まれている場合は、コピーボタンを使用して、正規表現などの複雑な内容を簡単に
コピーできます。

• AIの回答には、関連情報だけでなく、追加の質問や次のステップに関する提案が含まれることがあります。

適用例

1. 収集サーバーおよびエージェントの設定オプションの照会

2. Flexボード（ダッシュボード）の構成方法の案内

3. 各製品の対応バージョンの確認

WhaTap AIチャットボット
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4. 特定機能の活用方法の提案

5. 特定ライブラリまたは機能の対応可否の確認

6. 簡単なSQL分析

7. プロジェクトの運用状態の簡易サマリー

8. 主なモニタリング指標の意味の説明

WhaTap AIチャットボットサービスをご利用の際は、以下の点にご注意ください。

• WhaTapモニタリングサービスに関連する質問のみサポートされます。

• より正確な回答のために、具体的かつ明確な質問を入力してください。

• 機密情報や個人情報は入力しないでください。
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